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広報 厚
あ　っ　さ　ぶ

沢 部

卒園おめでとう！卒園おめでとう！



　

令
和
６
年
第
１
回
厚
沢
部
町
議

会
定
例
会
の
開
会
に
あ
た
り
、
町

政
執
行
へ
の
所
信
を
申
し
上
げ
ま

す
。

　

私
は
、
昨
年
の
統
一
地
方
選
挙

で
町
民
の
皆
さ
ま
の
温
か
い
ご
支

援
と
ご
厚
情
に
よ
り
、
町
政
を
担

当
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。「
町
民
一
人
ひ
と
り
が
幸

せ
を
実
感
で
き
る
町
づ
く
り
」
を

ス
ロ
ー
ガ
ン
に
、
豊
か
な
活
力
あ

る
町
づ
く
り
の
た
め
に
全
力
を
尽

く
し
て
、
職
責
を
果
た
し
て
い
く

所
存
で
あ
り
ま
す
。

　

昨
年
は
、
厚
沢
部
町
が
全
国
に

先
駆
け
て
取
り
組
ん
で
い
ま
す
、

保
育
園
留
学
が
全
国
的
に
脚
光
を

浴
び
、
マ
ス
コ
ミ
に
も
多
く
取
り

上
げ
ら
れ
ま
し
た
。
全
国
の
自
治

体
か
ら
の
視
察
も
多
く
、
こ
の
取

組
に
対
し
、
日
本
子
育
て
支
援
大

賞
、
国
土
交
通
省
の
地
域
づ
く
り

大
賞
な
ど
を
受
賞
し
ま
し
た
。
今

後
も
子
育
て
世
代
を
始
め
、
町
民

皆
さ
ん
が
住
ん
で
み
た
い
町
「
厚

沢
部
町
」
を
実
感
で
き
る
よ
う
な

町
づ
く
り
に
努
め
て
ま
い
り
ま

す
。

　

さ
て
、
令
和
６
年
度
の
国
の
一

般
会
計
予
算
案
は
、
１
１
２
兆
７

１
７
億
円
で
、
過
去
最
大
だ
っ
た

昨
年
度
の
当
初
予
算
を
下
回
っ
た

も
の
の
、
２
年
連
続
で
１
１
０
兆

円
を
超
え
ま
し
た
。

　

増
え
続
け
る
社
会
保
障
費
は
、

高
齢
化
の
影
響
や
少
子
化
対
策
の

強
化
な
ど
で
過
去
最
大
の
37
兆
７

千
億
円
に
の
ぼ
っ
て
お
り
ま
す
。

高
齢
化
や
国
債
の
償
還
費
の
増
大

に
伴
い
、
政
策
的
な
経
費
に
使
え

る
予
算
の
余
地
が
ど
ん
ど
ん
縮
小

し
て
お
り
財
政
の
硬
直
化
が
懸
念

さ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

厚
生
労
働
省
の
国
立
社
会
保

障
・
人
口
問
題
研
究
所
が
、
昨
年

末
に
２
０
５
０
年
ま
で
の
地
域
別

将
来
推
計
人
口
を
発
表
し
ま
し

た
。
全
道
の
全
て
の
市
町
村
で
人

口
が
減
少
し
６
７
市
町
村
で
は
、

半
分
以
下
に
な
る
と
の
結
果
と
な

り
ま
し
た
。
厚
沢
部
町
に
お
い
て

も
１
，
６
６
４
人
と
い
う
試
算
で

あ
り
、
近
年
の
出
生
数
の
著
し
い

低
下
も
あ
っ
て
、
さ
ら
な
る
人
口

減
少
が
自
治
体
と
し
て
の
機
能
を

保
っ
て
い
け
る
の
か
懸
念
さ
れ
る

と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

地
方
財
政
計
画
に
お
い
て
は
、
本

町
歳
入
の
半
分
を
占
め
る
地
方
交

付
税
が
出
口
ベ
ー
ス
で
前
年
対
比

１
．
７
％
の
増
と
な
っ
て
お
り
ま

す
が
、
本
町
に
お
い
て
は
、
水
道

設
備
等
の
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
の
更
新

や
大
型
事
業
実
施
に
伴
う
起
債
の

償
還
、
施
設
管
理
費
等
の
経
常
経

費
の
増
加
に
よ
り
、
町
の
財
政
も

大
変
厳
し
く
な
る
こ
と
が
予
測
さ

れ
ま
す
。

　

今
後
と
も
行
財
政
運
営
に
つ
い

て
は
、国
・
北
海
道
の
動
向
を
注
視

し
な
が
ら
、
積
極
的
に
支
援
策
等

を
十
分
活
用
し
て
、
効
率
的
で
公

平
な
行
政
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
、

財
政
の
円
滑
な
運
営
を
進
め
て
ま

い
り
ま
す
。

　

多
く
の
先
人
達
が
、
厳
し
い
風

雪
に
耐
え
な
が
ら
、
不
断
の
努
力

で
築
い
て
こ
ら
れ
た
「
ふ
る
さ
と

厚
沢
部
町
」
を
、
次
の
時
代
に
健

全
な
か
た
ち
で
引
き
継
い
で
い
く

た
め
に
、
職
員
と
と
も
に
知
恵
を

絞
り
汗
を
流
し
て
ま
い
り
ま
す
。

令
和
６
年
度

令
和
６
年
度

  
町
政
執
行
方
針

町
政
執
行
方
針

『
豊
か
な
活
力
あ
る

町
づ
く
り
の
た
め
に

全
力
を
尽
く
す
』

　
令
和
６
年
第
１
回
町
議
会
定
例
会
が
、
３
月
５
日
か
ら

３
日
間
開
か
れ
、
佐
藤
町
長
は
令
和
６
年
度
の
ま
ち
づ
く

り
の
指
針
と
な
る
町
政
執
行
方
針
を
述
べ
ま
し
た
。
こ
こ

で
は
そ
の
内
容
の
一
部
を
抜
粋
し
て
紹
介
し
ま
す
。

（
町
Ｈ
Ｐ
で
全
文
公
開
）

 

１
．
少
子
高
齢
化
・
人
口
減
少
対
策
へ
の
対
応

（２）
高
齢
者
・
障
が
い
者
へ
の
対
策

（３）
交
通
弱
者
へ
の
対
策

（１）
少
子
化
対
策
の
推
進

　

人
口
減
少
社
会
の
到
来
は
、
社

会
経
済
活
動
に
大
き
な
影
響
を
及

ぼ
す
こ
と
か
ら
、
子
育
て
世
帯
に

対
す
る
支
援
の
充
実
を
図
っ
て
ま

い
り
ま
す
。
令
和
５
年
度
か
ら
実

施
し
て
お
り
ま
す
、
認
定
こ
ど
も

園
の
完
全
無
償
化
、
小
・
中
学
校

給
食
費
の
無
償
化
、
江
差
高
校
生

へ
の
通
学
定
期
代
金
の
助
成
は
、

継
続
し
て
実
施
し
ま
す
。
ま
た
、

令
和
６
年
度
か
ら
奨
学
資
金
制
度

を
大
幅
に
拡
充
し
、
貸
付
け
要
件

の
緩
和
や
金
額
の
増
額
、
さ
ら
に

は
給
付
型
奨
学
資
金
も
開
始
し
ま

す
。

　

全
国
的
に
も
有
名
に
な
っ
た
保

育
園
留
学
に
つ
い
て
は
、
さ
ら
な

る
受
け
入
れ
体
制
拡
充
の
た
め
、

保
育
園
留
学
の
寮
を
こ
れ
ま
で
の

２
棟
に
加
え
、
新
た
に
２
棟
を
整

備
す
る
予
定
で
す
。　

　

こ
れ
ま
で
以
上
に
子
育
て
世
代

に
よ
る
交
流
人
口
の
増
、
そ
し
て

移
住
・
定
住
者
の
増
に
つ
な
が
る

取
り
組
み
を
進
め
て
ま
い
り
ま

す
。

　

高
齢
者
・
障
が
い
者
対
策
に
つ

き
ま
し
て
は
、
現
在
、
本
町
の
総

人
口
に
占
め
る
65
歳
以
上
の
高
齢

化
率
は
40
％
を
超
え
、
増
加
の
一

途
を
た
ど
っ
て
お
り
ま
す
。
こ
の

よ
う
な
状
況
の
中
、
ひ
と
り
暮
ら

し
の
老
人
世
帯
や
老
人
夫
婦
世
帯

が
増
え
て
お
り
ま
す
。
そ
の
た
め

在
宅
福
祉
に
重
点
を
置
き
、
各
地

域
で
の
「
サ
ロ
ン
活
動
」
の
実
施

や
、
社
会
福
祉
協
議
会
の
運
営
を

支
援
す
る
な
ど
、
自
助
、
共
助
、

公
助
の
バ
ラ
ン
ス
を
図
り
な
が

ら
、
町
単
独
の
高
齢
者
生
活
支
援

事
業
を
拡
充
し
、
安
心
な
暮
ら
し

　

高
齢
化
や
人
口
減
少
に
伴
い
、

こ
れ
ま
で
の
一
般
的
な
バ
ス
運
行

に
変
わ
り
、
身
近
な
移
動
手
段
と

し
て
、
通
学
や
通
勤
に
よ
り
利
便

性
・
効
率
性
の
高
い
、
持
続
可
能

な
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
構
築
し

ま
す
。

（４）
定
住
促
進
の
対
策

　

持
家
建
設
奨
励
金
の
拡
充
、
中

古
住
宅
の
購
入
や
リ
フ
ォ
ー
ム
代

金
に
対
す
る
助
成
、
誕
生
祝
金
の

増
額
、
さ
ら
に
は
道
営
住
宅
の
早

期
完
成
を
目
指
し
ま
す
。

 

２
．
力
強
い
農
業
・
林
業
・
商
工
業
を
築
く
た
め
の
対
策

（１）
農
業
に
つ
い
て

　

昨
年
の
JA
新
函
館
厚
沢
部
支
店

の
販
売
額
は
、
26
億
１
８
０
０
万

円
と
の
報
告
を
受
け
て
い
ま
す
。

　

記
録
的
な
暑
さ
が
続
き
、
高
温

障
害
で
品
質
の
低
下
、
収
穫
量
の

減
少
に
加
え
病
害
虫
被
害
も
あ
り

厳
し
い
一
年
と
な
り
ま
し
た
。
特

に
小
麦
や
大
豆
等
の
生
育
が
低
調

だ
っ
た
ほ
か
、
小
豆
に
つ
い
て
は

壊
滅
的
な
状
況
と
な
り
ま
し
た
。

　

今
年
も
な
お
燃
料
価
格
や
農
業

資
機
材
価
格
の
高
騰
が
続
き
、
農

家
経
営
を
圧
迫
す
る
こ
と
が
予
想

さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
令
和
６
年
度

に
、
農
家
の
負
担
軽
減
対
策
と
し

て
農
業
振
興
公
社
の
受
託
作
業
や

苗
代
の
一
部
を
助
成
し
ま
す
。

　

さ
ら
に
労
働
力
の
減
少
、
機
械

化
作
物
へ
の
転
換
が
進
む
中
、
農

業
生
産
が
持
続
的
に
行
え
る
よ
う

必
要
な
ス
マ
ー
ト
農
業
機
械
や
経

営
継
続
に
必
要
と
な
る
機
械
・
設

備
の
導
入
に
つ
い
て
も
支
援
を
し

ま
す
。

　

近
年
の
地
球
温
暖
化
等
に
伴
う

気
象
変
動
で
発
生
す
る
高
温
や
集

中
豪
雨
な
ど
に
よ
る
リ
ス
ク
を
軽

減
す
る
た
め
に
は
、
基
本
技
術
の

励
行
に
加
え
、
明
・
暗
渠
排
水
の

整
備
や
堆
肥
投
入
な
ど
の
基
盤
整

備
が
重
要
で
あ
る
と
認
識
し
て
い

る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。
引
き
続

き
、
道
営
農
地
整
備
事
業
、
農
地

中
間
管
理
機
構
関
連
事
業
及
び
町

単
独
の
小
規
模
土
地
基
盤
整
備
事

業
の
実
施
に
よ
り
、
優
良
農
地
の

確
保
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

中
山
間
地
域
等
直
接
支
払
交
付

金
、
多
面
的
機
能
支
払
交
付
金
等

の
補
助
を
継
続
し
て
実
施
す
る
と

と
も
に
、
町
単
独
事
業
と
し
て
農

業
共
済
掛
金
の
助
成
で
あ
る
、
農

業
生
産
安
定
化
特
別
対
策
事
業
費

補
助
、
地
力
増
進
対
策
事
業
費
補

助
、
農
道
整
備
事
業
費
補
助
な
ど

を
継
続
し
、
農
業
経
営
の
安
定
化

を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ク
マ
や
エ
ゾ
シ
カ
な
ど
の
鳥
獣

被
害
対
策
に
つ
い
て
は
、
電
気
牧

柵
購
入
費
へ
の
助
成
の
ほ
か
、
町

が
所
有
す
る
電
気
牧
柵
の
利
用
促

進
を
図
る
ほ
か
、
高
齢
化
で
減
少

が
進
む
ハ
ン
タ
ー
の
確
保
対
策
と

し
て
狩
猟
免
許
取
得
・
更
新
に
対

ー 令和６年度　町政執行方針についてー

を
支
え
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、

心
身
の
発
達
面
で
個
別
支
援
を
必

要
と
す
る
子
供
に
支
援
を
行
う
発

達
支
援
セ
ン
タ
ー
の
充
実
に
も
努

め
ま
す
。
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（１）
健
康
診
断
受
診
率
の
向
上
に
つ
い
て

　

本
町
で
は
、
健
康
診
断
や
が
ん

検
診
の
受
診
率
が
低
い
こ
と
か

ら
、
が
ん
等
を
早
期
に
発
見
し
重

症
化
リ
ス
ク
を
軽
減
す
る
こ
と
を

目
的
に
、
受
診
率
向
上
を
促
す
た

め
町
が
実
施
す
る
総
合
健
診
や
各

個
別
検
診
を
令
和
６
年
度
か
ら
、

全
て
完
全
無
償
化
と
し
ま
す
。

（３）
商
工
業
・
観
光
業
に
つ
い
て

　

商
工
業
に
つ
い
て
は
、
人
口
減

少
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
し

た
商
品
購
入
が
地
元
で
の
消
費
減

退
を
招
い
て
お
り
、
ま
た
、
高
齢

化
の
進
行
と
と
も
に
買
物
弱
者
の

増
大
が
懸
念
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ

で
す
。
こ
の
よ
う
な
実
情
か
ら
、

引
き
続
き
商
工
団
体
の
育
成
と
中

小
企
業
の
経
営
安
定
を
継
続
支
援

す
る
と
と
も
に
、
商
工
会
と
連
携

し
、
活
性
化
へ
の
振
興
策
を
検
討

し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

観
光
に
つ
い
て
は
、
鶉
ダ
ム
オ

ー
ト
キ
ャ
ン
プ
場
の
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
予
約
の
導
入
や
「
う
ず
ら
温

泉
」
に
つ
い
て
は
、
平
成
７
年
の

オ
ー
プ
ン
以
来
最
大
と
な
る
改
修

工
事
を
計
画
し
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
「
ア
ウ
ト
キ
ャ
ン
パ
ス
」

や
「
ち
ょ
っ
と
暮
ら
し
」
事
業
の

継
続
的
な
展
開
で
、
交
流
人
口
・

関
係
人
口
の
拡
大
を
図
る
ほ
か
、

素
敵
な
過
疎
の
ま
ち
推
進
事
業
に

よ
り
、
厚
沢
部
町
の
応
援
団
員
獲

得
拡
大
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

さ
ら
に
観
光
協
会
の
育
成
支
援
や

各
種
イ
ベ
ン
ト
へ
の
助
成
を
拡
充

し
て
ま
い
り
ま
す
。

 

３
．
く
ら
し
の
安
全
・
安
心
な
ま
ち
へ
の
対
応

（２）
災
害
に
強
い
町
づ
く
り

　

災
害
に
強
い
町
づ
く
り
で
は
、

町
の
災
害
備
蓄
計
画
を
見
直
し
猛

暑
の
中
で
の
避
難
所
の
運
営
を
想

定
し
た
備
品
等
の
購
入
を
計
画
し

て
い
ま
す
。
ま
た
、
新
た
な
災
害

通
報
シ
ス
テ
ム
の
構
築
で
は
、
今

年
度
導
入
し
た
公
式
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
を

活
用
し
、
災
害
情
報
等
の
発
信
を

行
い
ま
す
。
防
災
行
政
無
線
の
同

報
系
の
整
備
に
つ
い
て
は
、
費
用

と
利
便
性
を
考
慮
し
、
先
進
自
治

体
の
例
も
参
考
と
し
な
が
ら
、
導

入
に
向
け
て
調
査
・
研
究
し
て
ま

い
り
ま
す
。

（３）
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
導
入
促
進

　
に
つ
い
て

　

新
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
導
入
促
進
に

つ
き
ま
し
て
は
、
昨
年
８
月
に
素

敵
な
過
疎
づ
く
り
株
式
会
社
と
北

海
道
ガ
ス
株
式
会
社
と
の
共
同
出

資
に
よ
り
、地
域
新
電
力
会
社「
ハ

チ
ャ
ム
」
を
設
立
し
た
と
こ
ろ
で

す
。
今
後
も
国
の
脱
炭
素
先
行
地

域
へ
の
申
請
を
し
、
国
の
補
助
金

を
活
用
し
な
が
ら
再
生
可
能
エ
ネ

ル
ギ
ー
導
入
を
積
極
的
に
進
め
て

ま
い
り
ま
す
。

（２）
林
業
・
林
産
業
に
つ
い
て

　

町
有
林
管
理
に
つ
い
て
は
、
搬

出
間
伐
、
除
伐
、
枝
打
ち
、
下
刈

り
な
ど
の
適
切
な
撫
育
管
理
や
森

林
基
盤
整
備
等
を
推
進
し
、
森
林

機
能
の
維
持
に
努
め
ま
す
。

　

民
有
林
に
つ
い
て
は
、
循
環
利

用
や
集
約
化
を
進
め
た
中
で
「
豊

か
な
森
づ
く
り
推
進
事
業
」
や
除

間
伐
、
枝
打
ち
、
下
刈
り
事
業
に

支
援
し
、
地
域
林
業
の
振
興
を
図

っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
林
産
業
に
つ
い
て
は
、

林
産
協
同
組
合
の
活
動
を
支
援
す

る
ほ
か
、
地
域
材
の
積
極
的
な
Ｐ

Ｒ
に
取
り
組
み
、
地
場
産
材
の
利

活
用
の
促
進
や
、
林
業
者
は
も
と

よ
り
林
産
業
の
安
定
経
営
に
努
め

て
ま
い
り
ま
す
。

　

さ
ら
に
森
林
環
境
譲
与
税
基
金

事
業
と
し
て
、
所
有
山
林
に
係
る

意
向
調
査
を
実
施
、
民
有
林
の
下

刈
り
や
除
間
伐
事
業
に
助
成
し
、

森
林
と
し
て
の
機
能
を
維
持
で
き

る
よ
う
支
援
を
行
い
ま
す
。

ー 令和６年度　町政執行方針についてー

歳出　４９億７００万円

総務費総務費
13億5,417万円13億5,417万円
27.6％27.6％

民生費民生費
７億7,479万円７億7,479万円
15.8％15.8％

衛生費衛生費
５億4,426万円５億4,426万円
11.1％11.1％

農林水産業費農林水産業費
６億3,457万円６億3,457万円
12.9％12.9％

商工費商工費
２億6,303万円２億6,303万円
5.4％5.4％

議会費議会費
4,984万円4,984万円
1.0％1.0％

土木費土木費
２億1,631万円２億1,631万円
4.4％4.4％

消防費消防費
２億6,524万円２億6,524万円
5.4％5.4％

教育費教育費
３億1,780万円３億1,780万円
6.5％6.5％

公債費・その他公債費・その他
４億8,699万円４億8,699万円
9.9％9.9％

歳入　４９億７００万円

用語解説
【議会費】議会の運営にかかるお金
【総務費】人件費や庁舎管理、選挙、政策調整
など町の総括的な事務にかかるお金

【民生費】福祉サービスや各種医療費の助成、
認定こども園の運営などにかかるお金

【衛生費】保健衛生、ごみ処理、環境保全など
にかかるお金

【農林水産業費】農林業の振興にかかるお金
【商工費】商工業や観光の振興などに係るお金
【土木費】道路・河川・住宅の整備や管理、除
雪などにかかるお金

【消防費】消防・救急活動や災害対策などにか
かるお金

【教育費】小・中学校の管理運営や生涯学習、
文化財保護などにかかるお金

【公債費】町債の償還にかかるお金
【その他】
労　働　費：勤労者の支援などにかかるお金
災害復旧費：災害によって生じた被害の復旧に
　　　　　　かかるお金
予　備　費：不測の支出に備えるためのお金

用語解説

自主財源：町が自主的に調達できるお金

依存財源：国や道などから入ってくるお金

【町税】町民税、固定資産税、軽自動車税、た
ばこ税など

【分担金及び負担金】特定の事業によって利益
を受ける人に負担してもらうお金

【使用料及び手数料】施設の使用料や各種証明
書の発行手数料など

【繰入金】基金から取り崩すお金
【その他】財産収入、寄附金、諸収入など

【地方譲与税等】人口や道路延長など一定の基
準に従って交付されるお金

【地方交付税】自治体が一定水準の行政サービ
スを行えるよう国から交付されるお金

【国庫支出金】特定の事業目的のために国から
交付されるお金

【道支出金】特定の事業目的のために北海道か
ら交付されるお金

【町債】事業を実施するために借り入れるお金

　令和６年度の予算編成については、着実な行財政改革を推進し、健全な財政運営を維持に努めるとと
もに、限られた財源を最大限に活かすため、創意工夫と柔軟な発想をもって事業全体を検証し、効率的
かつ効果的な施策を検討したうえで、「町民一人ひとりが幸せを実感できる町づくり」の実現に向けた各
種施策に取り組むこととして編成しました。予算の詳細については次の通りです。

予算総額
76億7,685万円
（前年比3.8％増）

特別会計
13億668万円
（前年比27.8％減）

特定の収入をもとに特定
の事業を行う会計

一般会計
49億700万円
（前年比2.8％減）

町税などを財源として町
の一般的な収入と支出を
行う会計

企業会計
14億6,317万円
（前年比171.4％増）
民間企業と同じように事
業収入によって運営する
会計

※前年比＝前年度６月補正後予算比となります。

町税町税
３億9,017万円３億9,017万円
8.0％8.0％

分担金及び負担金
3,688万円0.8％

使用料及び手数料使用料及び手数料
9,273万円1.9％9,273万円1.9％

繰入金繰入金
７億4,477万円７億4,477万円
15.2％15.2％

その他その他
３億108万円３億108万円
6.1％6.1％

地方譲与税等地方譲与税等
１億7,395万円１億7,395万円
3.5％3.5％

地方交付税地方交付税
24億5,000万円24億5,000万円
49.9％49.9％

町債
１億7,740万円
3.6％

道支出金道支出金
２億8,460万円２億8,460万円
5.8％5.8％

国庫支出金
２億5,542万円
5.2％

依存依存
財源財源
68％68％

自主自主
財源財源
32％32％

す
る
支
援
を
行
い
ま
す
。
ま
た
、

「
自
ら
の
農
地
は
自
ら
守
る
」
と
い

う
自
己
防
衛
意
識
を
高
め
て
い
く

こ
と
も
必
要
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

（４） 

医
療
体
制
に
つ
い
て

　

国
保
病
院
は
、
命
を
守
り
暮
ら

し
に
安
心
感
を
与
え
る
地
域
医
療

の
確
保
や
救
急
医
療
の
拠
点
と
し

て
、町
民
か
ら
の
期
待
も
大
き
く
、

極
め
て
重
要
な
役
割
を
担
っ
て
お

り
ま
す
。
し
か
し
、
そ
の
経
営
環

境
は
益
々
厳
し
い
状
況
に
あ
り
、

地
域
連
携
法
人
「
南
檜
山
メ
デ
ィ

カ
ル
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
と
連
携
を

密
に
し
て
、
地
域
医
療
の
安
定
提

供
体
制
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

（１）
予
算
の
効
率
化
・
重
点
化
に

　 

る
計
画
的
な
財
政
運
営

　

予
算
の
効
率
化
・
重
点
化
に
よ

る
計
画
的
な
財
政
運
営
に
つ
い
て

は
、
本
町
の
財
政
は
、
こ
れ
ま
で

の
行
財
政
改
革
な
ど
に
よ
っ
て
、

健
全
な
財
政
運
営
を
維
持
し
て
お

り
ま
す
が
、
町
税
等
の
自
主
財
源

に
乏
し
く
、
歳
入
の
過
半
を
占
め

る
地
方
交
付
税
の
行
方
次
第
で

は
、
極
め
て
厳
し
い
状
況
と
な
り

ま
す
。
限
り
あ
る
財
源
を
最
大
限

に
生
か
す
創
意
工
夫
と
柔
軟
な
発

想
を
も
っ
て
、
事
務
事
業
を
検
証

し
、
効
率
的
な
施
策
の
展
開
、
質

の
高
い
行
政
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す

る
た
め
、
職
員
一
人
ひ
と
り
の
能

力
向
上
に
努
め
ま
す
。

 

４
．
健
全
な
行
財
政
運
営

（２）
情
報
公
開
に
よ
る
透
明
性
の
確
保

　

情
報
公
開
に
よ
る
透
明
性
の
確

保
で
は
、
こ
れ
ま
で
ど
お
り
、
厚

沢
部
町
情
報
公
開
条
例
に
基
づ

き
、
町
政
の
透
明
性
の
確
保
に
努

め
ま
す
。

令和６年度　まちづくり予算
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令和６年度

予算の主な施策（新規・重点事業）

ー 令和６年度　まちづくり予算ー

子 育 て 支 援

■認定こども園保育料無償化　１９７万円
　国の制度による無償化（３歳児以上）と合わせて、
　０歳児から２歳児までの保育料も無償化します。　

■高校生通学定期券購入費助成　６４９万円
　江差高校に通学をする生徒のバス定期券購入費を支
　援し、子育て世帯の負担軽減を図ります。　

■保育園留学推進事業　１億４，６１１万円
　保育園留学推進協議会への補助金など保育園留学を
　通して更なる関係人口の創出に取り組みます。

■高齢者生活支援事業　４，４２６万円
　高齢者が生きがいを持って安全に生活することを通
　じて自立した生活を確保するため、各種サービス事
　業を実施します。

地 域 公 共 交 通

■交通空白地有償運送事業　１，２１８万円
　外出支援サービス（福祉有償運送）を制度変更し、
　一般利用も可能とすることで、公共交通空白地や不
　便地域の交通手段を確保します。

■江差高校通学向け乗合バス維持支援　

１，９０９万円
　廃線となる館線・稲見線の代替で運行を開始する江
　差高校通学向け乗合バスに対し支援をします。

農 業・ 林 業・ 商 工 業

■スマート農業等機械導入支援

１，５００万円
　スマート農業機械や経営継続に必要な農業用機械・
　施設の導入を支援します。

■農業振興公社受託作業料金・育苗料金助成　

５０１万円
　価格高騰等に伴う農家の負担軽減対策として、農業
　振興公社の受託作業料金や育苗料金の一部を助成し
　ます。

■有害鳥獣被害対策　１，７１９万円
　電気牧柵等の利用促進を図るとともに、捕獲報償費
　の見直しや狩猟免許の取得・更新の支援などにより
　捕獲体制を強化します。

■うずら温泉改修　１億５，５０２万円
　平成７年のオープン以来最大のリニューアル工事を
　実施します。

健 康 づ く り

■各種健診事業　１，５５０万円
　病気の早期発見のため、特定健診やがん検診などの
　各種健診を実施するとともに、令和６年度から健診
　費用を無償化し、受診率向上を目指します。

■帯状疱疹ワクチン接種事業　２４６万円
　帯状疱疹の発症及び重症化予防のため、ワクチン接
　種事業を実施するとともに、接種費用の一部を助成
　します。

定 住 促 進

■定住促進奨励金事業　５８０万円
　定住人口の拡大を図るため、結婚祝金や誕生祝金な
　どを支給します。
★令和５年度から誕生祝金は１０万円から５０万円に
　拡充しました！

■持家建設促進奨励金事業　２，０５０万円
　住宅を新築または購入した方に奨励金を支給します。
　さらに、町内業者を利用した場合は商工会発行の商
　品券を交付します。
★令和６年度から奨励金・商品券ともに５０万円から
　１００万円に拡充します！

■中古住宅購入・リフォーム助成　８６０万円
　中古住宅の購入費及びリフォーム代金を助成するこ
　とで、空き家の有効活用を行うとともに、町外から
　の転入を促進します。

ー 令和６年度　まちづくり予算ー

高 齢 者 対 策

安 全 ・ 安 心

■防災体制の強化　９８９万円
　防災備蓄計画に基づき備蓄品等を整備し、災害に備
　えます。また、ハザードマップを最新の情報に更新し、
　防災意識の啓発を図ります。

■町内会街路灯電気料等助成　４５９万円
　安全・安心な生活環境の確保のため、各町内会の街
　路灯の設置費や電気料を助成します。
★令和５年度から助成率を拡充しました！
　（設置費等：1/2 ⇒ 2/3、電気料：7/10 ⇒ 9/10）

教 育 ・ 文 化

■小・中学校給食費無償化　１，２３０万円
　学校給食費にかかる保護者負担を軽減するため、小・
　中学校の児童・生徒の学校給食費を無償化します。

■奨学金制度の拡充　７３２万円
　従来の貸付型奨学金は貸付要件を緩和し、貸付金額
　を増額します。また、新たに返還不要の給付型奨学
　金を開始します。

■トップアスリートとの交流　１２６万円
　子ども達がスポーツへの関心を高め、夢を抱くきっ
　かけづくりとしてトップアスリートとの交流事業を
　実施します。

令和６年度の当令和６年度の当
初予算に関する初予算に関する
詳細は町ホーム詳細は町ホーム
ページをご覧くページをご覧く
ださい。ださい。
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令
和
６
年
『
第
１
回
厚
沢
部
町
議
会
定
例
会
』
が
３
月
５
日

（火） 

か
ら
３

日
間
開
催
さ
れ
、
令
和
５
年
度
『
一
般
会
計
』
及
び
『
各
特
別
会
計
』
の

補
正
予
算
や
令
和
６
年
度
『
一
般
会
計
』
及
び
『
各
特
別
会
計
』
の
新
年

度
予
算
、
条
例
の
改
正
・
制
定
案
19
件
な
ど
が
審
議
さ
れ
ま
し
た
。

　

な
お
、
議
事
の
詳
細
に
つ
き
ま
し
て
は
、『
議
会
だ
よ
り
５
月
号
』
及
び

『
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
』
で
お
伝
え
し
ま
す
。

【
一
般
会
計
予
算
を
追
加
】

　

令
和
５
年
度
一
般
会
計
補
正
予

算
案
は
１
億
３
２
３
３
万
１
千
円

を
追
加
し
、
総
額
を
50
憶
５
０
８

９
万
２
千
円
と
し
ま
し
た
。

　

補
正
の
内
容
は
、
総
務
費
で
は
、

公
共
施
設
整
備
基
金
、
減
債
基
金
、

子
育
て
支
援
事
業
基
金
積
立
金
、

住
民
基
本
台
帳
シ
ス
テ
ム
改
修
等

委
託
料
の
繰
越
明
許
費
、
民
生
費

で
は
、
子
育
て
世
帯
生
活
支
援
特

別
給
付
金
給
付
事
業
補
助
金
等
過

年
度
精
算
返
還
金
、
衛
生
費
で
は
、

国
保
病
院
事
業
特
別
会
計
繰
出
金

な
ど
で
す
。

　

そ
の
ほ
か
、
歳
入
歳
出
の
各
款

に
わ
た
っ
て
、
事
務
事
業
の
完
了

ま
た
は
所
要
見
込
額
を
勘
案
し
、

増
減
調
整
を
図
っ
て
お
り
ま
す
。

第
１
回
町
議
会
定
例
会

【
指
定
管
理
者
の
指
定
に
つ
い
て
】

　

次
の
施
設
の
指
定
管
理
者
の
指

定
に
つ
い
て
、
議
会
の
議
決
が
な

さ
れ
ま
し
た
。

★
施
設
名
称

　

厚
沢
部
町
種
子
馬
鈴
薯
選
別
施
設

★
施
設
の
所
在
地

　

松
園
町
15
番
地
２

　

松
園
町
16
番
地
３

　

松
園
町
16
番
地
５

★
指
定
管
理
者
の
名
称
及
び
代
表

　

者
名

　

新
函
館
農
業
協
同
組
合

　

代
表
理
事
組
合
長　

横
道
重
人

　

北
斗
市
本
町
１
丁
目
１
番
地
21
号

★
指
定
期
間

　

令
和
６
年
4
月
1
日
～

　
　
　
　
　

令
和
16
年
3
月
31
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
10
年
間
）

表彰区分 表彰者団体・氏名 主 な 活 躍 ・ 功 績 内 容

文化奨励賞 鈴木　カイリ
第42回全国中学生人権作文コンテスト函館地方大会　最優秀賞

（厚沢部中学校３年生）

スポーツ奨励賞
厚沢部中学校 

バドミントン部
第42回北海道中学校新人バドミントン競技選手権大会　男子団体戦　第３位

スポーツ奨励賞 加向　春翔
第65回　全国空手道選手兼大会予選兼第59回北海道空手道選手権大会

小学１年生　男子　形・組手の部　第３位　（厚沢部小学校１年生）

スポーツ奨励賞 山本　陽翔
第65回　全国空手道選手兼大会予選兼第59回北海道空手道選手権大会

小学４年生　男子　形の部　優勝　（厚沢部小学校４年生）

スポーツ奨励賞 今井　蒼月
第65回　全国空手道選手兼大会予選兼第59回北海道空手道選手権大会

（１）中学１年生 男子 形の部 優勝 （２）中学１年生 男子 組手の部 準優勝
　（厚沢部中学校１年生）

スポーツ奨励賞 藤島　響
第65回　全国空手道選手兼大会予選兼第59回北海道空手道選手権大会

中学３年生　男子　形の部　第３位　（厚沢部中学校３年生）

スポーツ奨励賞 藤島　奏
第65回　全国空手道選手兼大会予選兼第59回北海道空手道選手権大会

小学６年生　女子　組手の部　第３位　（館小学校６年生）

スポーツ奨励賞 京谷　澪
第41回北海道小学生陸上競技大会　小学６年女子走幅跳（4ｍ06)　第８位

（厚沢部小学校６年生）

　

３
月
21
日

（木）
、
教
育
・
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
の
分
野

で
優
秀
な
成
績
を
残
し
た
町
民
を
表
彰
す
る
「
令
和

５
年
度
厚
沢
部
町
教
育
・
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
表
彰
式
」

が
町
図
書
館
視
聴
覚
室
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
今
年

度
は
１
団
体
と
７
個
人
が
受
賞
し
、
髙
野
政
人
教
育

長
か
ら
表
彰
状
と
記
念
品
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。
髙

野
教
育
長
は
「
周
囲
の
支
え
や
指
導
者
の
方
へ
の
感

謝
の
気
持
ち
を
忘
れ
ず
、
今
後
も
精
進
さ
れ
ま
す
こ

と
を
期
待
し
て
お
り
ま
す
」
と
お
祝
い
を
述
べ
ま
し

た
。

▲▲前列から藤島響さん、厚中バドミントン部、山本さん、加向さん、京谷さん前列から藤島響さん、厚中バドミントン部、山本さん、加向さん、京谷さん
　藤島奏さん、鈴木さん、今井さん　藤島奏さん、鈴木さん、今井さん
　後列中央、髙野教育長、左右、厚中バドミントン部　後列中央、髙野教育長、左右、厚中バドミントン部
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1011

土
地（
農
地
等
）に
関
係
す
る
制
度
に
つ
い
て

農
業
委
員
会
だ
よ
り

だ
よ
り

vol.122

●
相
続
登
記
義
務
化
が
ス
タ
ー
ト

　

令
和
６
年
４
月
１
日
よ
り
、
相

続
登
記
の
義
務
化
が
始
ま
り
ま

す
。
相
続
に
よ
っ
て
権
利
を
取
得

し
た
相
続
人
は
、
そ
の
所
有
権
の

取
得
を
知
っ
た
日
か
ら
３
年
以
内

に
相
続
登
記
の
申
請
が
必
要
と
な

り
ま
す
。

●
所
有
者
不
明
農
地
に
つ
い
て

　

農
地
の
所
有
者
が
亡
く
な
っ
た

際
、
相
続
登
記
を
せ
ず
、
そ
の
ま

ま
に
し
て
お
く
と
そ
の
土
地
は
相

続
人
全
員
の
共
有
と
な
り
、
そ
の

後
も
相
続
が
繰
り
返
さ
れ
る
と
、

共
有
者
は
増
え
て
い
き
、
所
有
者

不
明
農
地
（
相
続
未
登
記
農
地
）

と
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
状
態
の
農
地
を
貸

付
る
場
合
、
相
続
人
の
特
定
の
た

め
探
索
を
行
い
、
そ
の
結
果
、
所

有
者
等
が
判
明
し
な
く
て
も
、
農

地
中
間
管
理
機
構
を
介
し
て
農
地

の
利
用
権
設
定
が
可
能
で
す
。

●
農
地
の
相
続
は
農
業
委
員
会
へ

　
届
出
が
必
要
で
す

　

農
地
を
相
続
し
た
と
き
は
、
届

け
出
が
農
地
法
に
お
い
て
義
務
づ

け
ら
れ
て
お
り
、
お
お
む
ね
10
ヶ

月
以
内
に
、
農
業
委
員
会
に
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。
届
出
用
紙
は
事

務
局
に
備
え
て
お
り
ま
す
。

▼
農
業
者
年
金
、
売
買
・
貸
借
・

　

相
続
等
の
農
地
に
関
す
る
事
は

　

農
業
委
員
会
事
務
局

　
　

（
☎
６
４
‐
３
３
１
４
）
へ

【
家
族
経
営
協
定
を
締
結
！
】

　

鶉
で
農
業
を
営
む
佐
々
木
勲
さ

ん
・
煕
さ
ん
親
子
が
、
家
族
間
で

働
き
や
す
い
環
境
づ
く
り
を
目
指

し
、
仕
事
の
役
割
分
担
や
就
業
条

件
等
を
定
め
た
家
族
経
営
協
定
書

を
外
﨑
明
会
長
、
𠮷
田
藍
会
長
代

理
立
会
い
の
も
と
締
結
し
ま
し

た
。

　

令
和
５
年
度
北
海
道
指
導
農
業

士
・
農
業
士
称
号
贈
呈
式
に
お
い

て
、
𧦴
藤
克
也
さ
ん
（
当
路
・
65

歳
）
に
北
海
道
指
導
農
業
士
『
北

海
道
知
事
感
謝
状
』
が
贈
ら
れ
ま

し
た
。

　

𧦴
藤
さ
ん
は
平
成
20
年
度
に
北

海
道
指
導
農
業
士
に
認
定
。
以

降
、
地
元
の
農
業
後
継
者
を
積
極

的
に
従
業
員
と
し
て
雇
用
し
、
農

業
経
営
及
び
営
農
技
術
の
習
得
支

援
を
実
施
す
る
と
と
も
に
、
普
及

職
員
の
農
家
研
修
の
受
入
を
す
る

な
ど
、
地
域
の
担
い
手
育
成
・
確

保
に
尽
力
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

　

北
海
道
知
事
感
謝
状
を
受
け

取
っ
た
𧦴
藤
さ
ん
は
「
感
謝
状
を

頂
く
こ
と
が
で
き
大
変
嬉
し
く
思

い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
厚
沢
部
町

の
農
業
発
展
の
た
め
、
担
い
手
育

成
に
力
を
注
い
で
い
き
た
い
」
と

述
べ
ま
し
た
。

　

厚
沢
部
町
民
の
北
海
道
知
事
感

謝
状
の
授
与
は
４
人
目
で
す
。
な

お
、
厚
沢
部
町
指
導
農
業
士
・
農

業
士
会
（
外
﨑
明
会
長
）
に
は
７
名

の
指
導
農
業
士
と
６
名
の
農
業
士

が
加
入
し
て
い
ま
す
。

　

令
和
５
年
度
北
海
道
指
導
農
業

士
・
農
業
士
称
号
贈
呈
式
に
お
い

て
、
犬
塚
和
俊
さ
ん
（
鶉
町
・
42

歳
）
が
北
海
道
農
業
士
に
認
定
さ

れ
ま
し
た
。
犬
塚
さ
ん
は
平
成
18

年
に
就
農
し
、
令
和
２
年
に
は

父
・
亘
さ
ん
か
ら
経
営
を
引
き
継

ぎ
、
経
営
主
と
し
て
奮
闘
し
て
い

ま
す
。
ま
た
、
檜
山
南
部
青
果
物

連
絡
協
議
会
の
副
会
長
を
努
め
、

青
果
物
生
産
・
販
売
の
面
で
リ
ー

ダ
ー
シ
ッ
プ
を
発
揮
し
て
い
ま

す
。

　

認
定
証
を
手
に
し
た
犬
塚
さ
ん

は
「
農
業
士
と
な
り
得
ら
れ
る
技

術
や
知
識
を
若
手
農
業
者
に
還
元

し
て
い
き
、
厚
沢
部
町
農
業
の
発

展
に
尽
力
し
て
い
き
た
い
」
と
抱

負
を
述
べ
ま
し
た
。

当路 𧦴 藤 克 也 氏

北
海
道
農
業
士
に

鶉
町
・
犬
塚
和
俊
氏

　
　
　
　  

が
認
定

北海道知事感謝状授与

北海道指導農業士

夏
に
向
け
て

活
性
化
セ
ン
タ
ー
だ
よ
り

だ
よ
り

　

先
月
気
象
庁
よ
り
今
年
の
天
候

の
見
通
し
が
発
表
さ
れ
ま
し
た
。

３
月
か
ら
５
月
ま
で
の
気
温
と
降

水
量
は
、ほ
ぼ
平
年
並
み
で
す
が
、

６
月
か
ら
８
月
ま
で
は
地
球
温
暖

化
や
、
春
ま
で
続
く
エ
ル
ニ
ー
ニ

ョ
現
象
等
の
影
響
に
よ
り
平
均
気

温
は
、
「
高
く
」
な
る
見
込
み
で

す
。　

　

昨
年
を
振
り
返
る
と
平
均
気
温

を
大
き
く
上
回
る
記
録
的
な
猛
暑

が
続
い
た
年
で
、
そ
れ
に
よ
り
小

豆
や
ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
等
、
さ
ま
ざ

ま
な
農
作
物
に
大
き
な
悪
影
響
を

与
え
ま
し
た
。
今
年
も
人
間
に
と

っ
て
も
農
作
物
に
と
っ
て
も
厳
し

い
夏
が
予
想
さ
れ
ま
す
。

　

特
に
ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
で
は
、
高

温
に
よ
り
黒
す
す
病
や
、
不
整
形

花
蕾
、
花
蕾
腐
敗
病
等
が
多
発
し

ま
し
た
。
厚
沢
部
町
の
主
要
農
作

物
で
あ
り
、
２
０
２
６
年
度
に
指

定
野
菜
へ
の
追
加
が
決
定
さ
れ
た

ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
へ
の
病
害
虫
対
策

は
、
喫
緊
の
課
題
で
あ
る
と
い
え

ま
す
。

　

当
セ
ン
タ
ー
で
は
、
令
和
６
年

度
の
栽
培
試
験
と
し
て
、
黒
す
す

病
を
抑
制
す
る
殺
菌
剤
や
、
耐
熱

能
力
を
向
上
さ
せ
る
バ
イ
オ
ス
テ

ィ
ミ
ュ
ラ
ン
ト
資
材
の
効
果
確
認

試
験
を
計
画
し
て
い
ま
す
。

　

バ
イ
オ
ス
テ
ィ
ミ
ュ
ラ
ン
ト
資

材
に
は
、
気
候
や
土
壌
の
コ
ン
デ

ィ
シ
ョ
ン
不
良
に
代
表
さ
れ
る
日

生
物
ス
ト
レ
ス
に
よ
る
発
育
阻
害

を
軽
減
し
、
植
物
が
本
来
備
え
て

い
る
育
つ
力
を
引
き
出
す
効
果
が

あ
り
ま
す
。
令
和
５
年
度
も
同
資

材
を
使
っ
た
試
験
を
行
っ
て
お

り
、
結
果
を
試
験
成
績
集
「
活
き

活
き
農
業
」
に
ま
と
め
て
お
り
ま

す
の
で
ご
覧
く
だ
さ
い
。
な
お
、

「
活
き
活
き
農
業
」は
町
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
で
公
開
す
る
ほ
か
、
冊
子
も

作
成
し
て
い
ま
す
の
で
、
必
要
な

方
は
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　

【
農
業
振
興
係　

𠮷
田　

友
耶
】

　
町
は
、
令
和
５
年
度
新
規
就
農
者
に
館
町
・
繁
田
誠
さ
ん（
43
歳
）、
後

継
就
農
者
に
上
里
・
石
田
綾
子
さ
ん（
43
歳
）、
鶉
・
佐
々
木
煕
さ
ん（
31

歳
）
を
そ
れ
ぞ
れ
認
定
し
、
３
月
19
日

（火）
、『
令
和
５
年
度
新
規
就
農
者
・

後
継
就
農
者
認
定
式
』を
役
場
で
開
催
。
認
定
証
と
奨
励
金（
新
規
就
農
者

は
１
０
０
万
円
、
後
継
就
農
者
は
50
万
円
）を
交
付
し
ま
し
た
。

　

繁
田
さ
ん
は
大
学
卒
業
後
、
道

内
の
牧
場
に
就
職
し
、
め
ん
羊
の

飼
育
経
験
を
積
み
、
令
和
５
年
９

月
か
ら
鶉
町
の
農
地
を
借
り
入
れ

就
農
を
開
始
し
ま
し
た
。「
め
ん

羊
で
の
就
農
は
町
で
は
初
め
て
だ

と
思
い
ま
す
が
、
経
営
を
安
定
さ

せ
ら
れ
る
よ
う
頑
張
っ
て
い
き
た

い
」
と
抱
負
を
述
べ
ま
し
た
。

　

石
田
さ
ん
は
上
里
で
父
の
石
田

則
勝
さ
ん
か
ら
経
営
を
引
き
継
ぐ

形
で
就
農
し
、
稲
作
を
中
心
と
し

て
播
種
や
防
除
、
収
穫
ま
で
の
一

連
の
作
業
を
経
験
し
て
い
ま
す
。

「
父
に
学
び
な
が
ら
進
め
て
い
き
、

農
地
拡
大
を
目
標
に
し
な
が
ら
頑

張
っ
て
い
き
た
い
」
と
抱
負
を
述

べ
ま
し
た
。

　

佐
々
木
さ
ん
は
鶉
で
父
の
勲
さ

ん
の
も
と
で
就
農
し
、
野
菜
を
中

心
と
す
る
作
付
け
の
中
で
、
播
種

や
防
除
、
収
穫
な
ど
一
連
の
農
作

業
を
経
験
中
。「
規
模
を
拡
大
し
、

多
く
の
野
菜
を
作
り
、
力
強
い
農

家
に
な
っ
て
い
き
た
い
」
と
決
意

を
述
べ
ま
し
た
。

　

新
規
就
農
者
で
は
６
人
目
。
後
継
就
農
者
で
は
26

・

27
人
目
。

厚
沢
部
農
業
を
若
い
力

若
い
力
で
支
え
て
い
く
！

令和５年度新規就農者・後継就農者認定式

▲左から佐々木さん、佐藤町長、石田さん、繁田さん
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▲防災等の意識を高める貴重な機会になりました。

館
町
町
内
会

　

地
域
住
民
の

　
　

意
識
を
高
め
る

世
代
を
超
え
て

　

交
流
を
図
る

　
　

第
１
回
サ
ロ
ン

▲モルックではチームで協力し合い大盛り上がり！

　

３
月
10
日

（日）
、
東
京
厚
沢
部
会
総
会
・
懇
親
会
が
東
京
グ

リ
ー
ン
パ
レ
ス
で
開
催
さ
れ
、
会
員
や
佐
藤
町
長
、
議
員
ら

来
賓
あ
わ
せ
55
名
が
参
加
し
ま
し
た
。
北
尾
實
会
長
は
挨
拶

で
「
た
く
さ
ん
の
方
に
集
ま
っ
て
い
た
だ
き
大
変
あ
り
が
た

い
。
来
年
は
25
周
年
を
迎
え
る
年
に
な
る
の
で
会
の
活
動
を

も
っ
と
盛
り
上
げ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
の
で
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
」
と
述
べ
ま
し
た
。
懇
親
会
場
で
は
厚
沢
部

の
蝦
夷
舞
茸
や
黄
金
千
貫
の
天
ぷ
ら
も
振
舞
わ
れ
、
参
加
者

は
「
う
め
ぇ
な
ぁ
」
の
言
葉
と
共
に
、
親
睦
が
深
め
ら
れ
ま

し
た
。

東
京
厚
沢
部
会

　

総
会
・
懇
親
会
を

　
　

盛
大
に
開
催
！

▲ふるさとの話で会場は盛り上がっていました。

　

３
月
24
日

（日）
、
鶉
町
町
内
会
女
性
部
主
催
の
『
第
１
回
サ

ロ
ン
開
設
』
が
鶉
地
区
研
修
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
、
小
学

生
を
含
む
23
名
が
参
加
し
ま
し
た
。
鶉
町
で
の
サ
ロ
ン
は
今

回
が
初
開
催
と
な
り
、フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
発
祥
の
ス
ポ
ー
ツ「
モ

ル
ッ
ク
」
や
輪
投
げ
、
ト
ラ
ン
プ
ゲ
ー
ム
な
ど
を
行
い
、
年

齢
に
関
係
な
く
み
ん
な
で
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。
女
性
部
長

の
八
重
樫
洋
子
さ
ん
は
「
初
の
サ
ロ
ン
開
催
で
し
た
が
、
み

ん
な
が
楽
し
そ
う
に
や
っ
て
い
て
と
て
も
良
か
っ
た
。２
回
、

３
回
と
や
っ
て
い
け
る
よ
う
に
頑
張
り
た
い
」
と
イ
ベ
ン
ト

の
感
想
を
話
し
ま
し
た
。

 

　 

３
月
10
日

（日）
、
館
町
町
内
会
防
犯
講
習
会
が
館
地
域
振
興

セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
、
32
名
が
参
加
し
ま
し
た
。
防
犯
に

関
し
て
は
館
駐
在
所
長
の
山
谷
博
氏
、
防
災
に
つ
い
て
は
町

情
報
管
理
係
大
山
剛
弘
氏
、
救
急
に
つ
い
て
は
厚
沢
部
消
防

署
の
太
田
稔
久
氏
、佐
々
木
智
也
氏
が
講
師
を
務
め
ま
し
た
。

山
田
克
哉
館
町
町
内
会
長
は
「
近
年
、
大
き
な
災
害
が
各
地

で
起
こ
っ
て
お
り
、
こ
う
し
た
講
習
会
は
大
変
貴
重
な
機
会

だ
と
思
う
。
町
内
会
の
人
た
ち
を
守
る
た
め
に
も
今
回
学
ん

だ
事
を
活
か
せ
る
よ
う
に
し
て
い
き
た
い
」と
話
し
ま
し
た
。

素敵な過疎のまちのあゆみ

厚沢部町

　　公式ライン
～登録はお済みですか？～

お友だち募集中！
イベント情報や

災害情報をＬＩＮＥで
お届けします！

☆お問い合わせ先☆ 政策推進課政策推進係　☎６４-３３１２

友だち追加方法
ホーム右上の「友だち追加」を選択

①ＱＲコードから登録

あなたに合せた役立つ情報をお届けします！

★受信設定アンケートに答えることで、利用者が欲しい

　最新情報だけをＬＩＮＥで受け取れます。

★緊急情報などの大事な情報については受信設定に関係

　なくお知らせする場合があります。

★トーク画面のメニューで町ホームページや広報へ簡単

　アクセスできます！

 ●お問い合わせ先
　 江差税務署　☎ 0139-52-6011

源泉徴収義務者向けの
「定額減税説明会」の開催

　「令和６年度税制改正の大綱」（令和５年12月22

日閣議決定）において税制改正の内容が決定され、

この大綱に沿った国税の改正法案が成立・施行さ

れた場合には、令和６年分所得税について定額減

税が実施されることとなります。

　江差税務署では、源泉徴収義務者（給与等の支

払者）の定額減税事務などについて動画やQ&Aの

より説明する「定額減税説明会」を開催いたしま

す。説明会はLINEアプリまた

は電話による「事前予約制」

となっています。

　なお、定額減税の制度の詳

細につきましては、国税庁ホ

ームページの「定額減税特設

サイト」に掲載しております

ので、そちらもご覧ください。

 ●お問い合わせ先
　 住民税務課生活安全係　☎ 0139-64-3313

クリーン作戦を実施します！
　例年、ご協力を頂いて実施していますクリーン
作戦「ポイ捨てゼロの日」について次の通り実施
します。
　町民皆様のご協力をお願いいたします！
■日時：令和６年４月20日（土）
　　　　午前８時30分～
■実施場所　　
　回覧しています実施計画書をご覧ください。
■その他
●ゴミ袋は、透明または半透明で中身が確認でき
　るものを使用してください。
●燃やせるゴミ、燃やせないゴミの分別をお願い
　します。
●不法投棄を発見した場合は、問い合わせ先まで
　ご連絡ください。
●天候状況により、急遽中止となる場合がありま
　す。
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 ★お問い合わせ先　住民税務課国保係、課税収納係　☎６４-３３１３

令和６年度から国民健康保険税の税率が変わります
　北海道では、全道どこに住んでいても同じ所得、世帯構成であれば同じ保険料負担となる統一保険料によ
る「加入者負担の公平化」を令和12年度を目途に目指しています。このためには、道内各市町村において、
現在の保険料（税）の状況等を踏まえ、将来に向けた検討、準備を進めていく必要があり、資産割を採用して
いる市町村においては、令和８年度までに資産割を廃止し、令和９年度から３方式（所得割・均等割・平等割）
とすることとされております。
　このため当町においては、令和６年度から段階的に資産割を減少させることとし、下表のとおり税率を改
定することといたしました。
　加入者の皆さまが安心して医療を受けられるために必要な保険税ですが、国民健康保険財政を取り巻く厳
しい状況に、皆様のご理解とご協力をお願いいたします。

 ●改定内容は下の通りです。

　所得が一定額以下の世帯には、保険税を軽減する制度があります。税率の改正内容や軽減、納税に関する
お問い合わせは住民税務課国保係及び課税収納係までお願いいたします。

　

初
め
ま
し
て
。
本
年
４
月
１
日

付
け
で
、
法
テ
ラ
ス
江
差
法
律
事

務
所
に
着
任
し
ま
し
た
樋
口
直
久

（
ひ
ぐ
ち
な
お
ひ
さ
）
と
申
し
ま

す
。

　

ま
ず
自
己
紹
介
を
い
た
し
ま

す
。
私
は
、
秋
田
県
出
身
で
、
大

学
進
学
に
伴
い
上
京
し
ま
し
た
。

そ
の
後
、
大
学
と
法
科
大
学
院
に

て
法
律
の
勉
強
を
し
ま
し
て
、
司

法
試
験
に
合
格
す
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
合
格
後
は
福
井
県
に
て

司
法
修
習
を
行
い
、
東
京
の
事
務

所
で
勤
務
を
し
ま
し
た
。
最
初
の

赴
任
地
は
茨
城
県
下
妻
市
に
あ
り

ま
す
法
テ
ラ
ス
下
妻
法
律
事
務
所

に
な
り
、
法
テ
ラ
ス
江
差
法
律
事

務
所
は
２
つ
目
の
赴
任
地
と
な
り

ま
す
。

　

北
海
道
で
の
生
活
は
今
回
が
初

め
て
と
な
り
ま
す
。
檜
山
で
は
、

自
然
、
文
化
、
食
べ
物
等
た
く
さ

ん
の
魅
力
的
な
も
の
に
触
れ
、
多

様
な
経
験
を
す
る
こ
と
が
で
き
れ

ば
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
特
に
私

は
お
酒
を
飲
む
こ
と
が
好
き
で
す

の
で
、
日
本
酒
な
ど
様
々
な
お
酒

を
味
わ
う
こ
と
が
で
き
れ
ば
と
も

思
っ
て
お
り
ま
す
。

　

皆
様
が
困
っ
て
い
る
こ
と
や
不

安
に
思
っ
て
い
る
こ
と
な
ど
に
つ

い
て
、
法
的
に
何
か
で
き
る
こ
と

は
な
い
か
解
決
策
は
何
か
な
い
か

を
一
緒
に
考
え
て
い
け
た
ら
と
思

い
ま
す
。
檜
山
で
の
経
験
を
経
て

私
自
身
精
進
し
て
い
く
所
存
で

す
。

　

何
事
に
も
積
極
的
に
取
り
組
み

た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
今
後

と
も
、
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

★
ご
相
談
の
ご
予
約
は

０
５
０
‐
３
３
８
３
‐
５
５
６
３
へ

【
法
テ
ラ
ス
江
差

　
　
　

 

弁
護
士　

樋
口　

直
久
】

法
テ
ラ
ス
通
信
通
信

新
任
の
ご
挨
拶

vol.144

改定内容 令和５年度（改正前） 令和６年度（改定後） 増減

医療給付費分

所得割 7.40% 7.75% 0.35%

資産割 37.00% 24.67% △12.33%

均等割 31,000円 31,000円 －

平等割 29,000円 29,000円 －

後期高齢者支援分

所得割 2.40% 2.50% 0.10%

資産割 10.00% 6.67% △3.33%

均等割 10,500円 10,500円 －

平等割 8,000円 8,000円 －

介護納付金分
※40～64歳の人のみ

所得割 1.60% 1.64% 0.04%

資産割 6.00% 4.00% △2.00%

均等割 10,000円 10,000円 －

平等割 6,000円 6,000円 － ●お問い合わせ先　
　　北海道後期高齢者医療広域連合 
　　 【住所】〒０６０－００６２
　　　　　札幌市中央区南２条西１４丁目国保会館６階
     【電話】０１１－２９０－５６０１

後期高齢者医療制度のお知らせ
～令和６年度の保険料について～

【保険料率に関する制度改正があります】
●すべての国民が、年齢に関わりなく負担能力に応じて医療保険制度を公平に支え合うことを目的として、
　制度改正が行われました。
●この制度改正の影響を受け、被保険者の皆さまに負担いただく保険料は増加することとなりました。

★７月に保険料額をお知らせします★
令和６年度の保険料につきましては、７月に個別にお知らせします。

≪保険料の計算≫

均等割
【１人当たり保険料】

５２，９５３円

所得割
【本人の所得に応じた額】

（令和５年中の所得－最大43万円）
×１１. ７９％

１年間の保険料
【限度額80万円】
（100円未満切捨）

＋ ＝

○１年間の保険料の上限額は、80万円になります。
○年度の途中で加入したときは、加入した月からの月割で計算します。
※「所得」とは前年の「収入」から必要経費（公的年金等控除や給与所得控除額など）を引いたものです。
※前年の所得金額により、43万円の控除額が異なる場合があります。

～令和６年度には限度額と所得割額について【激変緩和措置】があります～

・「令和６年３月末日までに７５歳に到達して資格取得した方」 及び「障害認定で資格取得した方」につい
　ては令和６年度の賦課限度額を７３万円とします。
・令和６年度の賦課のもととなる所得金額が５８万円を超えない方については、所得割率１０．９２％とし
　て算定します。

 
　　厚沢部町役場住民税務課国保係
 　　【住所】〒 043-1113
 　　　　　厚沢部町新町２０７番地　
 　　【電話】０１３９- ６４- ３３１３

令
和
６
年
３
月
か
ら

戸
籍
の
広
域
交
付
が
始
ま
り
ま
し
た
！

戸
籍
の
広
域
交
付
が
始
ま
り
ま
し
た
！

　

令
和
６
年
３
月
１
日
か
ら
戸
籍

謄
本
の
広
域
交
付
制
度
が
は
じ
ま

り
、
本
籍
地
以
外
の
市
区
町
村
役

場
の
窓
口
で
も
戸
籍
謄
本
、
除
籍

謄
本
を
請
求
で
き
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。

　

こ
れ
に
よ
っ
て
、
厚
沢
部
町
に

本
籍
地
が
無
い
方
で
も
厚
沢
部
町

役
場
で
戸
籍
謄
本
、
除
籍
謄
本
を

請
求
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

戸
籍
の
広
域
交
付
制
度
に
つ
い
て

●
本
人
の
も
の

●
配
偶
者
の
も
の

●
父
母
や
祖
父
母
な
ど
直
系
尊
属

　

の
も
の

●
子
、
孫
な
ど
直
系
卑
属
の
も
の

広
域
交
付
で
戸
籍
謄
本
な
ど
を

請
求
で
き
る
方

●
兄
妹
・
姉
妹
の
戸
籍
謄
本
な
ど

●
電
算
化
さ
れ
て
い
な
い
一
部
の

　

戸
籍
・
除
籍

●
一
部
事
項
証
明
書
・
個
人
事
項

　

証
明
書

広
域
交
付
で
請
求
で
き
な
い
戸
籍

●
戸
籍
謄
本
な
ど
を
請
求
で
き
る

　

方
が
役
場
窓
口
に
お
越
し
に
な

　

り
請
求
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す

●
郵
送
や
代
理
人
に
よ
る
請
求
は

　

で
き
ま
せ
ん

ご
利
用
に
当
た
っ
て
の
注
意
事
項

●
請
求
す
る
方
の
本
人
確
認
書
類

　

（
官
公
庁
発
行
の
写
真
付
き
身

　

分
証
明
書
）

例
：
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

　
　

運
転
免
許
証

広
域
交
付
の
請
求
に

必
要
な
持
ち
物

★
お
問
い
合
わ
せ
先

　

住
民
税
務
課
住
民
係

☎
０
１
３
９
‐
６
４-

３
３
１
３　
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心豊かに学び、厚沢部町の未来を拓く人を育む

４
月
の
主
な
学
校
行
事

６
日

（土）
小
中
学
校
始
業
式

　
　
　

小
中
学
校
入
学
式

８
日

（月）
小
中
振
替
休
業

15
日

（月）
厚
中
参
観
日

18
日

（木）
全
国
学
力
・
学
習
状
況
調
査

20
日

（土）
館
小
参
観
日

21
日

（日）
厚
中
修
学
旅
行（
～
24
日
）

23
日

（火）
南
部
四
町
教
研

24
日

（水）
鶉
小
参
観
日

25
日

（木）
厚
小
参
観
日

　
　
　

檜
特
研
総
会

30
日

（火）
南
特
研
総
会

教育委員会だより
文責　厚沢部町教育委員会

Ｒ６. ４ Ｎ o.05

　

第
42
回
全
国
中
学
生
人
権
作
文

コ
ン
テ
ス
ト
函
館
地
方
大
会
に
お

い
て
、
厚
沢
部
中
学
校
３
年
生
の

鈴
木
カ
イ
リ
さ
ん
の
作
文
が
応
募

作
品
１
０
０
７
編
の
頂
点
と
な
る

最
優
秀
賞
（
函
館
地
方
法
務
局
長

賞
）
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　

北
海
道
大
会
に
お
い
て
も
鈴
木

さ
ん
の
文
章
は
高
く
評
価
さ
れ
、

全
国
大
会
に
お
い
て
も
奨
励
賞
を

受
賞
し
ま
し
た
。

　

最
優
秀
賞　

鈴
木
カ
イ
リ
さ
ん

　

作
品
名
「
ま
た
ね
の
一
言
で
」

全
道
作
文
全
道
表
彰

鶉
小
と
厚
沢
部
小
の

交
流
学
習

　

２
月
26
日

（月）
と
３
月
１
日

（金）
、

厚
沢
部
小
学
校
と
鶉
小
学
校
の
交

流
学
習
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

鶉
小
学
校
の
児
童
が
厚
沢
部
小

学
校
を
訪
問
し
、
同
じ
学
年
の
児

童
ど
う
し
で
の
自
己
紹
介
の
後
、

学
年
ご
と
に
体
育
や
音
楽
、
図
工

の
他
、
学
級
レ
ク
で
ビ
ン
ゴ
ゲ
ー

ム
、
合
同
給
食
等
の
活
動
を
行
い

ま
し
た
。

キャッチボール用柔ボールの寄贈

　米大リーグで活躍中
の大谷翔平選手が全国
の小学校にグラブを寄
贈したことを受けて、
北海道野球協議会から
キャッチボール用の柔
らかい球が２球ずつ寄
贈されました。

NPO 法人北海道野球協議会より（一部抜粋）
　昨年末から、大リーグの大谷翔平選手が、全国の
小学校・特別支援学校に野球のグラプを配布してい
ますが、 それに合わせて弊会では北海道の学校に、キ
ャッチボール用のボールを 2 個配布することを計画
し、クラウドファンディングでポール購入資金など
を募ってきました。おかげさまで、道内や全国の皆
様から多くのご支援をいた だくことができ、今回ボ
ールを送付することになりました。
　今回送付したボールは、軟式球より軟らかく、野
球初心者の子どもたちでも、体に当たっても痛くな
いので安心してキャッチボールを楽しむことができ
ると思います。ぜひ、子どもたちに大谷選手のグラ
ブを使って、このボールでキャッチボールをして欲
しいと思います。

ご卒業おめでとうございます！

　町内の小・中学校で卒業式が行われ、計53人
の児童・生徒が思い出を胸に学び舎から巣立ち
ました。

厚沢部小学校（3/19）

卒業生　20 名

鶉小学校（3/25）

卒業生　４名

館小学校（3/19）

卒業生　８名

厚沢部中学校（3/15）

卒業生　21 名

達
人
の
歩
き
方
と
入
浴
方
法
を
伝
授

　
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
講
座

　

３
月
２
日

（土）
、「
ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
＆
楽
し
い
入
浴
方

法
」
を
開
催
し
ま
し
た
。
フ
ァ
ン

ネ
イ
チ
ャ
ー
ク
ラ
ブ
代
表
佐
伯
秀

信
氏
を
講
師
と
し
て
お
迎
え
し
、

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
を
体
験
し
、
楽
し

い
入
浴
方
法
に
つ
い
て
講
義
し
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。 

　

は
じ
め
に
総
合
体
育
館
で
ノ
ル

デ
ィ
ッ
ク
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
に
お
け

る
「
体
に
負
荷
を
か
け
な
い
」
歩
行

法
の
レ
ク
チ
ャ
ー
を
受
け
た
後
、

実
際
に
参
加
者
全
員
で
歩
き
ま
し

た
。
そ
の
後
会
場
を
移
り
、
座
学

で
の
入
浴
講
座
を
行
い
ま
し
た
。

　

講
座
中
「
入
浴
に
つ
い
て
の
○

×
ク
イ
ズ
」
の
時
間
が
あ
り
「
入

浴
中
に
か
く
汗
の
量
は
コ
ッ
プ
１

杯
分
。
○
か
×
か
？
」
と
い
う
問

題
が
あ
り
ま
し
た
。
正
解
は
「
×
」

で
「
入
浴
中
の
汗
の
量
は
５
０
０

㎖
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
１
本
分
」
と
い

う
発
表
に
は
、
そ
の
意
外
な
多
さ

に
参
加
者
は
大
い
に
盛
り
上
が
り

ま
し
た
。 

お
す
す
め
新
着
図
書

　

話
題
の
本
を
ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ
！

松
前
藩
の
ル
ー
ツ
を
探
る
！

　
郷
土
資
料
館
講
座

　

３
月
12
日

（火）
、
上
ノ
国
町
塚
田

直
哉
学
芸
員
を
講
師
に
迎
え
郷
土

資
料
館
講
座
を
開
催
し
ま
し
た
。 

　

上
ノ
国
町
の
３
つ
の
中
世
館
跡

か
ら
は
、
い
ず
れ
も
ア
イ
ヌ
文
化

に
由
来
す
る
お
墓
や
遺
物
が
見
つ

か
っ
て
お
り
、
単
純
に
ア
イ
ヌ
と

和
人
が
対
立
・
分
断
し
て
い
た
と

い
う
歴
史
観
は
く
つ
が
え
さ
れ
て

い
ま
す
。 

　

現
在
、
上
ノ
国
町
勝
山
館
跡
で

は
毎
年
イ
チ
ャ
ル
パ
（
先
祖
供
養

の
儀
式
）
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

１
４
５
７
年
の
コ
シ
ャ
マ
イ
ン
の

戦
い
で
命
を
落
と
し
た
ア
イ
ヌ
と

和
人
の
慰
霊
祭
で
す
。
対
立
や
分

断
で
は
な
い
中
世
的
蝦
夷
地
の
あ

り
方
が
現
代
に
活
か
さ
れ
て
い
る

と
感
じ
ま
し
た
。

勝山館跡背後の夷王山の墳墓群では勝山館跡背後の夷王山の墳墓群では
アイヌと和人の墓が隣にあって見つアイヌと和人の墓が隣にあって見つ
かりました。しかも、アイヌ墓出土かりました。しかも、アイヌ墓出土
の人骨はどちらかという言えば和人の人骨はどちらかという言えば和人
風の特徴があったそうです。風の特徴があったそうです。

ストックを使うノルディックウォーキングは、ストックを使うノルディックウォーキングは、
膝に負担をかけない全身運動です。消費カロリ膝に負担をかけない全身運動です。消費カロリ
ーは通常の歩行の1.2倍！うれしい数字です。ーは通常の歩行の1.2倍！うれしい数字です。

●
「
と
も
ぐ
い
」
河
﨑
秋
子
　
著

　

北
海
道
明
治
後
期
。
獣
の
よ
う

な
嗅
覚
を
持
つ
猟
師
、
熊
爪
を
取

り
巻
く
時
代
の
流
れ
、
人
や
獣
達

…
第
１
７
０
回
直
木
賞
受
賞
作
。

●
「
続
・
ま
ど
ぎ
わ
ト
ッ
ト
ち
ゃ
ん
」

黒
柳
徹
子
　
著

　

「
窓
ぎ
わ
の
ト
ッ
ト
ち
ゃ
ん
」

42
年
ぶ
り
の
続
編
。
青
春
時
代
か

ら
女
学
校
や
音
楽
学
校
で
の
思
い

出
、乗
り
越
え
て
き
た
困
難
な
ど
。

ト
ッ
ト
ち
ゃ
ん
の
そ
れ
か
ら
の
お

話
。
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保　健　事　業 内　　　容 時　　期 対　　象 おすすめポイント

成

　

人

　

保

　

健

　

事

　

業

健

　

　

康

　

　

診

　

　

査

総

　

合

　

健

　

診

若年者健診

血液・尿検査、血圧測定、心

電図検査、身体・腹囲測定

 ①５月17日

　　 ～19日

 ②11月８日

　　 ～10日

20～39歳

①生活習慣病は症状が

ないまま進行し、血管

を傷つけてしまうのが

特徴です。年に１回ご

自身の健康チェックを

しましょう。

②がん検診は年１回の

受 診 を お す す め し ま

す。

特定健診

40～74歳

国保、社保、

共済保険の

加入者

長寿健診 75歳以上

がん検診

胃：バリウム検査

40歳以上肺：胸部レントゲン検査

大腸：便潜血検査

前立腺：血液検査 50歳以上の男性

肝炎検診 血液検査 40歳以上

骨粗しょう症検診 足の踵の超音波検査 20歳以上の女性

ＡＢＣ検診
血液検査

20歳以上

風しん抗体検査 S37.4.2～S54.4.1生の男性対象

国保病院で受ける
特定健診・がん検診

おもに総合検診と同様 ６月～２月
40～74歳

国保加入者
平日に国保病院で特定
検診・がん検診

ＪＡ巡回ドック
血液・尿・心電図・肝炎検査、
血圧測定、がん検診

10月３・４日
40歳以上の
ＪＡ組合員

ＪＡ組合員さんはこの
健診がおすすめです。

　新年度がスタートしました。保健福祉センターなどで実施する『保健事業・介護予防事業』では、こ
どもから高齢者まで各年代にあわせた健診や教室などを行っています。是非ご利用ください。
今年度のおすすめは、特定健診はじめ各種検診が無料で受けることができます！自分の元気！健康！を
見つけるきっかけにご利用ください。

☆☆☆今年度実施事業の３大ポイント☆☆☆

≪保健事業・介護予防事業一覧≫
※詳細については、全戸・回覧チラシまたは郵送でお知らせします。
※ ご不明な点があれば成人・母子保健事業は保健福祉課健康増進係（TEL：64-3319）、介護予防事業は地域包括　

支援センター（TEL：67-2299）にご相談ください。

１）特定検診をはじめがん各種検診が無料になります！！
　　　病気の早期発見のため、特定健診やがん検診などの各種健診を実施するとともに、令和６年度から健診
　　　費用を無償化にします。

２）みんなで楽しく交流しましょう！サロンを開催！！
　　　心身の向上や健康維持のためにみんなで楽しく交流しましょう！参加者募集中！

３）子育てをもっと楽しく！子育て広場ぽてっこを開催！！
　　　自由に集まって子育てなどについて情報交換をしましょう！子育てがもっと楽しくなるはず！

今月は、栄養士　並川　麻子　です

保健事業・介護予防事業
のお知らせ

ごめんください
健康増進係です！ 398

保　健　事　業 内　　　容 時　期 対　象 おすすめポイント

成

人

保

健

事

業

健

　

康

　

診

　

査

乳がん　　　
子宮がん検診

女性のための検診
６月11日
　～12日

20歳以上

下記の方は無料になりま
す。
乳がん検診：40歳・50歳
子宮がん検診：20歳・30歳個別がん検診 ７月～２月

頭部検診
頭部ＭＲＡ・ＭＲＩ検査

頸部ＭＲＡ検査

①11月13日
～12月９日
②２月19日
～３月29日

20～74歳 脳血管の状態がわかります。

結核検診 胸部レントゲン検査
９月11日
　～12日

18歳以上
各地区を検診バスが巡回
します。

肝がん検診 腹部エコー、血液検査他 10月21日
肝臓専門スタッフによるがん検診。
先着70名となっています。

予
防
接
種

定期予防接種

高齢者インフルエンザワクチン 10月～12月 65歳以上
国保病院では無料で接種
ができます。

高齢者肺炎球菌ワクチン １月～３月
65歳以上～
100歳までの

５歳刻み

今まで一度も接種したこ
とのない方が対象です。

帯状疱疹ワクチン ６月～９月 50歳以上
帯状疱疹の予防が期待さ
れます。

健
康
教
室

フィットネス
スクール

ストレッチ、有酸素運動、
筋トレ、ヨガ、ズンバなど

８月～10月 
（年10回）

20歳以上
みんなで楽しく身体を動
かしリフレッシュ！

母

子

保

健

事

業

相
談
＆
健
診

乳児相談＆健診 身体と心の発達や離乳食・おやつ、
虫歯予防について一緒に確認しま
す。

就学前の幼
児がいる家
庭に送付さ
れる母子カ
レンダーを
ご覧下さ
い。

１ヶ月～11ヶ月
同じ月齢の子どもが集ま
り、絵本の読み聞かせや歯
みがき指導、離乳食教室を
行います。衣類等のリサイ
クル用品もあります。

幼児相談＆健診 １歳～５歳

フ ッ 素 塗 布 歯科検診・歯科指導・フッ素塗布 就学未満児
歯の状態を知り虫歯予防
の大切さを確認します。

予
防
接
種

定期予防接種
４種混合、ヒブ、ロタ、肺炎球菌、
Ｂ型肝炎、ＢＣＧ、麻疹風疹、水痘、
日本脳炎、２種混合、子宮頸がん、
おたふくかぜ、インフルエンザ

委託医療機
関の指定す
る日

対象のお子さ
んに個別案内

疾病予防のために接種時
期が来たら早めに接種し
ましょう。任意予防接種

不妊症・不育症
治療助成事業

不妊症または不育症と診断され、治
療等を行った夫婦に治療費を助成

（上限あり）
４月～３月

町内在住夫婦 
（所得制限あり）

検査・治療の費用を町が助
成します。悩んでいる方は
ぜひ１度ご相談を！

子育て広場
ぽてっこ

自由に集まって、お母さん同士情報
交換ができる場です。

月２回
妊婦～就園し
ていないお子
さんと保護者

認定こども園はぜるの「ぽ
てっと」で開催！子育てが
楽しくなる場です！

中学生ピロリ菌
対策事業

ピロリ菌の尿中抗体検査と除菌治
療費の助成

４月～３月 中学２年生
早期に胃がんの原因とな
るピロリ菌を除去し、胃が
んのリスクを軽減します。

介

護

予

防

事

業

健

康

教

室

・

集

い

元気はつらつ教室 筋力アップとバランスを保つ運動
３地区で毎
月３～４回

55歳以上 みんなで楽しくお話をし
たり、体を動かすことで、
心も体も元気になります。さわやか教室 身体と頭の体操や作品づくりなど

毎月
（２～３回）

介護予防対象
の高齢者

介護予防フェア
介護や認知症など、高齢期に起こり
やすい課題についての学習や体験
を実施

冬期間 住民
大切な家族のために介護・
認知症のポイントを学び
ましょう。

サロン
地域ごとに開かれる交流の場。音楽
や作品作りなど

４月～３月 各地区住民
心身の機能向上や健康維
持のための集いです。参加
者募集中！
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※
（　

）
内
は
前
職

○
課
長
職

▼
議
会
事
務
局
長
（
議
会
事
務
局

長
兼
総
務
係
長
）
安
達
達
也

○
補
佐
職

▼
国
保
病
院
事
務
次
長
兼
総
務
係

長
兼
医
事
係
（
建
設
水
道
課
長
補

佐
兼
上
下
水
道
係
長
）
服
部
常
人

○
主
幹
職

▼
政
策
推
進
課
主
幹
兼
政
策
推
進

係
長
（
政
策
推
進
課
政
策
推
進
係

長
）
木
口
孝
志
　
▼
政
策
推
進
課

主
幹
兼
商
工
観
光
係
長
（
建
設
水

道
課
建
築
施
設
係
長
）
中
里
知
弘
　

▼
住
民
税
務
課
主
幹
兼
住
民
係
長

（
住
民
税
務
課
住
民
係
長
）
中
里

孝
子
　
▼
住
民
税
務
課
主
幹
〔
課

税
収
納
担
当
〕
（
住
民
税
務
課
課

税
収
納
係
長
）
三
戸
康
彰
　
▼
住

民
税
務
課
主
幹
兼
国
保
係
長
（
住

民
税
務
課
国
保
係
長
）
中
川
一
秀
　

▼
保
健
福
祉
課
主
幹
兼
子
育
て
支

援
係
長
兼
健
康
増
進
係
（
保
健
福

祉
課
子
育
て
支
援
係
長
兼
健
康
増

進
係
）
藤
八
伸
太
郎
　
▼
保
健
福

祉
課
主
幹
〔
こ
ど
も
園
担
当
・
保

育
教
諭
〕
（
保
健
福
祉
課
こ
ど
も

園
係
主
任
〔
認
定
こ
ど
も
園
保
育

教
諭
〕
）
橋
端
純
恵　

▼
保
健
福

祉
課
主
幹
〔
こ
ど
も
園
担
当
・
保

育
教
諭
〕
（
保
健
福
祉
課
こ
ど
も

園
係
主
任
〔
認
定
こ
ど
も
園
保
育

教
諭
〕
）
西
村
智
香　

▼
農
林
課

主
幹
兼
農
業
振
興
係
長
（
農
林
課

農
業
振
興
係
長
）
杉
野
剛　

▼
農

林
課
主
幹
兼
農
村
整
備
係
長
（
農

林
課
農
村
整
備
係
長
）
板
坂
勇　

▼
建
設
水
道
課
主
幹
兼
上
下
水
道

係
長
（
国
保
病
院
主
幹
兼
総
務
係

長
兼
医
事
係
）
森
英
治　

▼
教
育

委
員
会
事
務
局
主
幹
兼
学
校
教
育

係
長
（
教
育
委
員
会
事
務
局
学
校

教
育
係
長
）
太
田
聡
子　

▼
国
保

病
院
主
幹
兼
医
事
係
長
兼
総
務
係

（
国
保
病
院
医
事
係
長
兼
総
務
係
）

林
慶
太　

▼
国
保
病
院
副
看
護
師

長
（
国
保
病
院
主
任
看
護
師
）
溝

口
真
由
美

○
係
長
・
主
査
職

▼
住
民
税
務
課
課
税
収
納
係
長

（
総
務
財
政
課
総
務
係
主
査
兼
選

管
書
記
兼
監
査
書
記
）
丸
山
祐
樹　

▼
保
健
福
祉
課
健
康
増
進
係
長
兼

子
育
て
支
援
係
（
政
策
推
進
課
商

工
観
光
係
長
）
小
西
智
晴　

▼
建

設
水
道
課
建
築
施
設
係
長
（
保
健

福
祉
課
福
祉
係
主
査
）
船
瀬
祥
太

▼
議
会
事
務
局
総
務
係
長
（
政
策

推
進
課
商
工
観
光
係
主
査
）
首
藤

浩
平　

▼
総
務
財
政
課
情
報
管
理

係
主
査
（
総
務
財
政
課
情
報
管
理

係
）
大
山
剛
弘　

▼
政
策
推
進
課

政
策
推
進
係
主
査
（
住
民
税
務
課

国
保
係
主
査
兼
住
民
係
）
荒
木
敬

仁　

▼
保
健
福
祉
課
健
康
増
進
係

主
査（
保
健
福
祉
課
健
康
増
進
係
）

並
川
麻
子　

▼
農
林
課
農
業
振
興

係
主
査
兼
林
業
振
興
係
（
農
林
課

農
業
振
興
係
兼
林
業
振
興
係
）
上

條
公
大　

▼
農
林
課
農
業
振
興
係

主
査
〔
農
業
活
性
化
セ
ン
タ
ー
〕

（
農
林
課
農
業
振
興
係
〔
農
業

活
性
化
セ
ン
タ
ー
〕）
𠮷
田
友
耶　

▼
国
保
病
院
主
任
看
護
師
（
国
保

病
院
看
護
師
）
高
杉
裕
美
子　

▼

国
保
病
院
主
任
看
護
師
（
国
保
病

院
看
護
師
）
中
川
麻
子　

▼
国
保

病
院
主
任
看
護
師
（
国
保
病
院
看

護
師
）
杉
野
麻
美　

▼
国
保
病
院

主
任
看
護
師（
国
保
病
院
看
護
師
）

増
崎
麻
希

○
係
職

▼
総
務
財
政
課
総
務
係
兼
選
管
書

記
兼
監
査
書
記
（
総
務
財
政
課
総

務
係
）
柴
崎
重
博　

▼
総
務
財
政

課
財
政
係
兼
経
理
管
財
係
（
議
会

事
務
局
総
務
係
）
小
森
賢
人　

▼

総
務
財
政
課
情
報
管
理
係
兼
総
務

係
（
教
育
委
員
会
事
務
局
学
校
教

育
係
兼
総
合
給
食
セ
ン
タ
ー
係
）

三
上
裕
介　

▼
政
策
推
進
課
政
策

推
進
係
（
北
海
道
か
ら
派
遣
）
浅

野
目
裕
太　

▼
政
策
推
進
課
商
工

観
光
係
（
政
策
推
進
課
政
策
推
進

係
）
蛯
名
拓
斗　

▼
住
民
税
務
課

住
民
係
兼
国
保
係
（
保
健
福
祉
課

介
護
保
険
係
）
飴
谷
美
咲　

▼
住

民
税
務
課
課
税
収
納
係
兼
生
活
安

全
係
（
住
民
税
務
課
課
税
収
納

係
）
増
田
廉　

▼
住
民
税
務
課
国

保
係
兼
住
民
係
（
住
民
税
務
課
住

民
係
兼
国
保
係
）
島
津
孝
継　

▼

保
健
福
祉
課
福
祉
係
（
総
務
財
政

課
財
政
係
兼
経
理
管
財
係
）
亀
井

祐
作　

▼
教
育
委
員
会
事
務
局
学

校
教
育
係
兼
総
合
給
食
セ
ン
タ
ー

係
（
住
民
税
務
課
課
税
収
納
係
兼

生
活
安
全
係
）
山
田
蒼
良　

▼
総

役
場
人
事
異
動
の
お
知
ら
せ

（
４
月
１
日
付
）

役
場
人
事
異
動
の
お
知
ら
せ

（
３
月
31
日
付
）

※
（　

）
内
は
前
職

○
退
職

▼
（
保
健
福
祉
課
健
康
増
進
係
長
）

石
田
和
子
▼
（
政
策
推
進
課
政
策

推
進
係
・
派
遣
終
了
）
山
﨑
弘
貴

務
財
政
課
総
務
係
（
新
採
用
）
三

上
信　

▼
保
健
福
祉
課
介
護
保
険

係
（
新
採
用
）
山
田
陽
喜　

▼
農

林
課
農
業
振
興
係
（
新
採
用
）
鈴

木
隆
二　

▼
建
設
水
道
課
建
築
施

設
係
（
新
採
用
）
材
木
谷
柊
真

○
再
任
用

▼
保
健
福
祉
課
地
域
包
括
支
援

セ
ン
タ
ー
係
主
査
兼
健
康
増
進

係
（
保
健
福
祉
課
地
域
包
括
支
援

セ
ン
タ
ー
係
主
査
兼
健
康
増
進
係

〔
再
任
用
〕
）
三
橋
玲
子　

▼
教
育

委
員
会
事
務
局
総
合
給
食
セ
ン
タ

ー
係
主
査
（
教
育
委
員
会
事
務
局

総
合
給
食
セ
ン
タ
ー
係
主
査
〔
再

任
用
〕）
石
村
和
子　

▼
国
保
病

院
准
看
護
師
（
国
保
病
院
准
看
護

師
〔
再
任
用
〕
）
下
川
部
紀
子

課・局名
直通電話番号

（市外局番0139）
係名：主な業務内容

総務財政課 

選挙管理委員会
64－3311

総　務　係：人事、庁舎・山村開発センター管理、情報公開、選挙、監査

財　政　係：財政計画・予算、地方交付税、町債

経理管財係：経理、財産管理、地域情報インフラ

情報管理係：防災、国民保護、庁内ネットワーク

政策推進課 64－3312
政策推進係：地方創生、統計、移住促進、広報広聴、ＨＰ、地域公共交通

商工観光係：商工会、観光協会、キャンプ場、道の駅、うずら温泉、

　　　　　　ふるさと納税

住民税務課 64－3313

住　民　係：戸籍、住民票、印鑑証明、マイナンバーカード、パスポート、

　　　　　　火葬許可、国民年金

課税収納係：町税・国保税の賦課、確定申告、固定資産税

国　保　係：国民健康保険、後期高齢者医療、医療給付

生活安全係：墓地、畜犬登録、不法投棄、蜂駆除、消費者行政、地区駐在員、

　　　　　　町内会、交通安全

保健福祉課
（あゆみ） 64－3319

福　祉　係：障害者福祉、高齢者福祉、生活保護、保健福祉総合センター管理

介護保険係：介護保険、居宅介護支援事業者・地域密着型サービス事業者の指定

地域包括支援センター係：高齢者等の総合相談・支援、介護予防

健康増進係：各種検診、健康相談、予防接種、母子保健、精神保健

子育て支援係：公営塾、学童保育、放課後子ども教室、児童手当

保健福祉課 
（はぜる） 56－7310 こども園係：認定こども園はぜる管理・運営、発達支援 

農林課
農業委員会 64－3314

農業振興係：農業・畜産振興、営農改善、農業後継者・担い手の育成

農村整備係：農地整備・開発、土地改良団体の指導、鶉ダム管理

林業振興係：林業振興・育成、林産団体の指導、治山事業、有害鳥獣

農業委員会：農業者年金、売買・貸借・相続など農地に関すること

農林課
（活性化センター） 65－6061 農業振興係：農業活性化センター運営、試験栽培、土壌診断

建設水道課
（庁舎１階） 64－3315

管　理　係：道路の認定・管理、河川敷地の占用、道路改良の促進

土　木　係：道路・河川・橋梁・堤防等の新設・維持管理、排水路

建築施設係：公有建物・町営住宅の施工・営繕、持家奨励金、町営住宅・

　　　　　　集会施設・公園の管理・運営

建設水道課
（庁舎２階） 64－3316 上下水道係：上下水道の維持管理、下水道・合併浄化槽の整備

議会事務局 64－3317 議会事務局：議会に関すること

教育委員会 64－3318
学校教育係：学校施設の維持管理、学校教育に関すること

社会教育係：生涯学習、スポーツ振興、社会教育団体の育成、図書館、文化財

給食センター 56－1147 総合給食センター係：学校給食・こども園給食等に関すること

国保病院 64－3036
総　務　係：施設の維持管理・営繕、栄養計画・調理

医　事　係：診療報酬、診療録、患者の受付・入退院、診療契約

役場への電話は直通電話（ダイヤルイン）が便利！
役場に電話をするときは用件のある担当課に直接電話がつながるダイヤルインが便利！
より迅速な電話対応が可能となります。各係へのご用命は次の番号にお掛けください。

21 20



食生活
改　善
協議会

（４食分）

今月の簡単レシピ

春キャベツとピーマン
のオイスター炒め

　キャベツやピーマンのシャキシャキ野菜

にオイスターソースが馴染みご飯に合うお

かずです。

ひき肉のほか鶏肉や豚肉でもおいしく仕上

がります。

食改からのコ
メント

【材料】 【数量】 【作り方】

キャベツ 大１枚 ①キャベツは手でちぎります。
　ピーマン・にんじんは千切りに
　します。
　しょうがはみじん切りします。
②フライパンを熱しひき肉・しょ
　うがを炒めます。
③火が通ったらピーマン・にんじ
　んを加え、しんなりしたらキャ
　ベツを加えます。
④調味料を加えて味を調え完成で
　す。

ピーマン ４個

にんじん ２ｃｍ

しょうが 適量

豚ひき肉 　１００ｇ

中華だし 小さじ１

オイスターソース 大さじ２

【広報あっさぶは町ホームページでカラー配信しています】

●お問い合わせ先　オリックス株式会社　事業開発部風力チーム　担当　柴崎　☎ 03 － 6777 ー 3538

【事業概要】

事業名称：（仮称）焼山風力発電事業

事 業 者：オリックス株式会社

【縦覧場所】

場　　所：厚沢部町役場１階ロビー

縦覧期間：令和６年４月23日（火）

　　　　　　　　　　　～令和６年５月30日（木）

縦覧時間：役場開庁時（８時30分～17時15分）

意見書受付期間：同上

※住所、氏名、内容を記入の上、上記期間内に、

縦覧場所に備え付けの意見書箱にご投函もしくは

郵送（５月30日の消印有効）でご提出ください。

「（仮称）焼山風力発電事業に係る計画段階環境配慮書」
の縦覧のお知らせ

　北海道檜山郡厚沢部町、上ノ国町及び上磯郡木古内町において、オリックス株式会社が計画している

「（仮称）焼山風力発電事業」に関して、計画段階における配慮事項をとりまとめた「計画段階環境配慮書」

の縦覧を次のとおり行いますのでお知らせします。

【お問い合わせ先】

住所：〒105-5135　東京都港区浜松町2-4-1

　　　世界貿易センタービル南館

担当：オリックス株式会社　

　　　事業開発部風力チーム　担当　柴崎

電話：03-6777-3538

Ｈ Ｐ（ 電 子 縦 覧 先 ）：https://www.orix.co.jp/grp/

company/sustainability/environment/data.html

 ●お問い合わせ先　総務財政課総務係　☎０１３９ー６４－３３１１

ナチュラル・ビズ・スタイルはじめます

　町では、温室効果ガス排出削減や職員の健康管理上の側面から、職員一人ひとりが気候や室温に合わせて、
働きやすい服装で執務を行うことができるよう
　通年ノーネクタイを認める「ナチュラル・ビズ・スタイル」を試行し、導入の検討をしておりましたが、特
段苦情等はなく、アンケートの結果も否定的な意見がなかったことから、令和６年４月１日から「ナチュラル・
ビズ・スタイル」をはじめます。季節や気候に合わせた、ノーネクタイ、重ね着等での勤務についてご理解く
ださい。　

４
＆

行
事

５
知
お

ら
せ

＆

　
急
遽
変
更
に
な
る
場
合
が
あ
り

ま
す
の
で
予
め
確
認
願
い
ま
す
。

４
月
の
休
日
当
番
医

　 ４月の外来診療情報

北海道立江差病院
〔０１３９- ５２- ００３６〕

厚沢部町国保病院
〔０１３９- ６４- ３０３６〕

診 療 科 診 療 日

内 科

外 科

月～金曜日
（祝祭日は休診）

眼 科
２日（火）・３日（水）
16日（火）・17日（水）
※水曜午後休診

受 付
時 間

午前…  8時30分～11時30分
午後… 13時30分～15時00分

※診療日は予定であり、医師の出張などで変更する
　場合もあります。事前に病院へご確認ください。
※眼科診療は事前に予約していない方も診療日当日
　の予約に余裕があれば、受診が可能な場合もあり
　ますので、お問い合わせください。

　　 午前… 8時00分～11時30分（初診は9時00分～）

　　 午後…13時00分～14時30分

※予約受付時間（定期患者のみ）13時00分～16時00分

※診療日は予定であり、変更になる場合もあります。

受付
時間

（
受
付
時
間

：

９
時
〜
17
時
）

診 療 科 診 療 日

総合診療科 午前　月～金曜日（午前11時迄の受付)

発 熱 外 来
（完全予約制）

午後　月～金曜日
（午前8時45分～午後1時、電話受付）

※熱や咳などの症状のある方は来院前に
　必ずお電話ください。

整 形 外 科 
（完全予約制）

午前　月・火・木・金曜日
　　　　　　　　　（午前11時迄の受付)
午後　水・金曜日　

循環器内科

午前　初診は月・火・木・金曜日
　　　　　　（水曜日の再診は予約のみ）
午後　初診は月・金曜日
　　　　　　（木曜日の再診は予約のみ）

消化器内科
午前　5.19日（午前11時迄の受付）
　　　再診のみ、完全予約制
午後　5.19.25日

呼吸器内科 午前　金曜日　午後　木曜日

神 経 内 科 午前　12.26日

総 合 診 療
（外　　科）

午前　火～木曜日

外 科 午前　12日（午前11時迄の受付）

小 児 科
午前  月～金曜日　
午後  火と木曜日（午後3時～4時の受付）

泌 尿 器 科 午前　月～金曜日　午後　木曜日

精 神 科 午前　月～金曜日　午後　月・火・木曜日

産 婦 人 科 午前　9.15日　午後　9.16日

耳鼻咽喉科
午前　2.3.11.16.17.25.30日
　　　　　　　（午前11時迄の受付）
午後　10.24日

眼 科
午前　4.18日（予約以外の初診受付11時迄)

午後　3.17.24日

皮 膚 科 午前　火曜日

　
～新任医師紹介～～新任医師紹介～

当 番 医 病　院　名（電話番号）

4月7日（日） 勤医協診療所（0139-52-1366）

14日（日） 道立江差病院（0139-52-0036）

21日（日） 道立江差病院（0139-52-0036）

28日（日） 乙部町国保病院（0139-62-2331）

29日（月） 上ノ国診療所（0139-55-2017）

総合診療科　

　中山　龍一　医師

 （なかやま　りゅういち）

前任地：北海道立羽幌病院

趣味：読書、研究

専門及び関心ある領域：救急、呼吸療法

患者さんへ一言：総合診療科としてお世

話になります。緊急時の対応を含めた救

急・総合診療を可能な範囲で提供できれ

ばと考えております。よろしくお願いいたします。

★★★　感染症対応向上研修に参加　★★★

　３月 11 日ホテルニューえさしを会場におこなわれた、“感

染症対応向上研修”に講師お手伝いとして参加してきました。

この研修は、新型コロナウイルス感染症を教訓として新たな

感染症に対応することを目的に北海道が主催し、全道各地で

開催されました。江差会場では、近隣の病院や高齢者施設か

ら約 50 人の参加者が集まり、個人防護具の着脱やゾーニング

の考え方を学びました。感染症が流行しないことを祈りつつ、

地域のみなさんと“感染症に強い南檜山”にしていきたいと

思います。“この感染対策でいいの？”“こういうときはどう

したらいいの？”など、感染症でお困りのことがありましたら、

ささいなことでもかまいませんので江差病院までご連絡くだ

さい。　　　　　　　　　感染管理認定看護師　森山めぐみ
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－４月＆５月の行事＆お知らせ－

講習会名 日時 学科会場 受講料 申込期間

フルハーネス型安全帯特別教育 ５月15日（水）

檜山建設
会館

8,800
円

４月17日（水）
～５月１日（水）

職長・安全衛生責任者教育
５月20日（月）
　　21日（火）

20,900
円

４月18日（木）
～５月２日（木）

ローラー運転特別教育
６月４日（火）
　　５日（水）

28,930
円

５月８日（水）
～５月22日（水）

建設業等における熱中症予防
指導員研修

６月10日（月）
9,900

円
５月27日（月）
～６月３日（月）

講
習
会
受
講
者
を
募
集

　

建
災
防
江
差
分
会
で
は
、
有
資

格
者
の
充
足
を
図
る
た
め
、
次
の

通
り
講
習
会
を
開
催
し
ま
す
。

◆
申
込
・
お
問
い
合
わ
せ
先　

　

建
災
防
江
差
分
会

☎
０
１
３
９
‐
５
２
‐
１
８
１
３

Ｙ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｋ
Ｏ
Ｉ
ソ
ー
ラ
ン
祭

り
審
査
員
を
募
集
し
ま
す

　

６
月
に
札
幌
市
で
開
催
さ
れ
る

『
第
33
回
Ｙ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｋ
Ｏ
Ｉ
ソ
ー

ラ
ン
祭
り
』
で
は
、
道
内
各
地
よ

り
「
市
民
審
査
員
」
を
募
集
し
て

い
ま
す
。
こ
の
機
会
に
審
査
員
と

し
て
祭
り
に
参
加
し
ま
せ
ん
か
？

◆
日
程　

６
月
８
日

（土）
・
９
日

（日）

（
※
右
記
日
程
の
い
ず
れ
か
１
日
）

◆
場
所　

札
幌
市
中
央
区

　

（
大
通
公
園
周
辺
）

◆
内
容　

Ｙ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｋ
Ｏ
Ｉ
ソ
ー

　

ラ
ン
祭
り
の
演
舞
の
審
査

◆
応
募
方
法

　

募
集
要
綱
と
応
募
用
紙
を
左
記

　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
よ
り
ダ
ウ
ン
ロ

　

ー
ド
の
上
、
４
月
26
日
迄
（
必

　

着
）
に
提
出
。

※
応
募
人
数
が
定
員
を
超
え
た
場

　

合
は
抽
選
と
な
り
ま
す
。

◆
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ　

　

http://www.yosakoi-soran.jp/

★
問
合
せ
・
応
募
用
紙
送
付
先

　

Ｙ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｋ
Ｏ
Ｉ
ソ
ー
ラ
ン
祭　

　

り
実
行
委
員
会

☎
０
１
１
‐
２
３
１
‐
４
３
５
１

　

〒
０
６
０
‐
０
０
０
１

　

札
幌
市
中
央
区
北
１
条
西
２
丁　

　

目
北
海
経
済
セ
ン
タ
ー
４
Ｆ

◎
農
業
集
落
排
水
施
設（
下
水
道
）　

　
へ
の
接
続
に
つ
い
て

　

農
業
集
落
排
水
区
域
（
本
町
、

新
町
、
赤
沼
町
、
緑
町
、
富
栄
、

館
町
の
一
部
）
に
お
住
ま
い
の
ご

家
庭
や
事
業
所
で
は
水
洗
ト
イ
レ

へ
の
改
造
や
生
活
雑
排
水（
台
所
、

浴
室
、洗
面
、洗
濯
等
）
の
接
続
が

可
能
で
す
。
快
適
な
生
活
環
境
の

確
保
と
河
川
等
の
水
質
保
全
を
図

る
た
め
に
農
業
集
落
排
水
施
設
へ

の
接
続
に
つ
い
て
の
検
討
を
お
願

い
し
ま
す
。
な
お
、
町
で
は
「
合

併
処
理
浄
化
槽
設
置
工
事
や
改
造

工
事
、
維
持
管
理
に
要
す
る
経
費

に
対
し
て
の
補
助
制
度
』
が
あ
り

ま
す
の
で
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

◎
水
質
検
査
計
画
の
策
定
と
水
質
　

　
検
査
等
結
果
の
公
表
に
つ
い
て

　

令
和
6
年
度
「
厚
沢
部
町
水
質

検
査
計
画
」
及
び
「
定
期
の
水
質

検
査
結
果
」
を
建
設
水
道
課
上
下

水
道
係
（
役
場
２
階
）
や
町
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
公
開
し
ま
す
の
で
、

ご
覧
く
だ
さ
い
。

☆
詳
し
く
は
建
設
水
道
課
上
下
水

　

道
係
へ
、
お
気
軽
に
ど
う
ぞ　

☎
０
１
３
９
‐
６
４
‐
３
３
１
６

上
下
水
道
係
か
ら
お
知
ら
せ

　

令
和
６
年
度
保
険
料
率
を
改
定

し
ま
す
。
３
月
分
（
４
月
納
付
分
）

か
ら
健
康
保
険
料
率
が
10
．
21
％

（
マ
イ
ナ
ス
0
．
08
ポ
イ
ン
ト
）、

介
護
保
険
料
率
が
1
．
60
％
（
マ

イ
ナ
ス
０
．
22
ポ
イ
ン
ト
）
と
な

り
ま
す
。

　

健
康
保
険
及
び
介
護
保
険
料
率

の
改
定
に
関
し
ま
し
て
、
何
卒
ご

理
解
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

☆
お
問
い
合
わ
せ
先　

　

協
会
け
ん
ぽ
北
海
道
支
部

☎
０
１
１
‐
７
２
６
‐
０
３
５
２

協
会
け
ん
ぽ
北
海
道
支
部
か
ら

の
お
知
ら
せ

　

eLTAX

（
エ
ル
タ
ッ
ク
ス
）
と
は
、

地
方
税
（
法
人
道
民
税
や
法
人
事

業
税
な
ど
）
の
申
告
や
納
税
等
を

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
し
て
行

う
こ
と
が
で
き
る
自
治
体
共
通
の

便
利
な
シ
ス
テ
ム
で
す
。

　

郵
送
や
窓
口
に
出
向
く
こ
と
な

く
、
自
宅
や
事
務
所
内
に
て
申
告

手
続
き
が
完
了
し
ま
す
の
で
、
積

極
的
な
利
用
を
お
願
い
し
ま
す
。

☆
お
問
い
合
わ
せ
先　

　

檜
山
振
興
局
税
務
課
課
税
係

☎
０
１
３
９
‐
５
２
‐
６
４
７
２

地
方
税
ポ
ー
タ
ル
シ
ス
テ
ム

（e
L
T
A
X

）
を
ご
存
じ
で
す
か

　

新
規
学
校
卒
業
者
（
高
校
・
中

学
校
）
の
求
人
は
６
月
１
日

（土）
か

ら
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
で
受
付
を
開
始

し
、
７
月
１
日

（月）
か
ら
公
開
開
始

を
し
ま
す
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
終
息
後
を
見
据
え

た
人
材
確
保
の
た
め
、
求
人
の
ご

検
討
を
お
願
い
し
ま
す
。

★
お
問
い
合
わ
せ
先

　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
江
差

☎
０
１
３
９
‐
５
２
‐
０
１
７
８

新
規
学
校
卒
業
者
の
求
人
は

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
に
申
込
を

★★★南部桧山清掃センターからのお知らせ★★★
４月27日（土）は休日のため当施設へのごみの搬入はできません。
ごみ収集カレンダーにも掲載してありますので、ご確認ください。

【問い合わせ先：南部桧山清掃センター（☎0139-53-6301）】

令和６年２月末現在

世帯 男 女 人口 前月からの
人口増減

下地区 1,065 956 1,058 2,014（－９）

鶉地区 311 289 295 584（＋１）

館地区 429 374 413 787（－２）

全 町 1,805 1,619 1,766 3,385（－10）

※外国人住民を含む

町の人口

（３月20日届出分まで）

今月の寄附件数 15件

今月の寄附金額 294千円
令和５年度

寄附件数累計 935件
令和５年度

寄附金額合計 15,758千円

前年度寄附金額 22,991千円

厚沢部町ふるさと納税寄附状況

（３月21日届出分まで）

戸籍の窓

連続１１７ 日０
令和６年３月24日現在

厚沢部町交通死亡事故死
ゼロ記録簿

おくやみもうしあげます

本　町　香川　 利さん（86歳）02/23

赤沼町　田中　勝利さん（80歳）02/26

館　町　早瀨　榮藏さん（92歳）02/27

赤沼町　戸澤　哲男さん（75歳）03/03

赤沼町　紺野　トシさん（92歳）03/10

館　町　大橋　　稔さん（86歳）03/11

鶉　町　古谷　正樹さん（62歳）03/16

善
意
感
謝
致
し
ま
す

◎
社
会
福
祉
協
議
会
へ

☆
御
香
料
の
お
礼
に
代
え
て

　
本
町
・
香
川
志
穗
子
さ
ん
か
ら

　
　
　
　
　

１
０
０
，
０
０
０
円

－４月＆５月の行事＆お知らせ－

◎
ま
な
び
っ
く

☆
４
月
９
日

（火）

◆
優
良
運
転
者
講
習

　

13
時
～
13
時
30
分

◆
一
般
運
転
者
講
習

　

14
時
～
15
時

◆
初
回
更
新
者
講
習

　

15
時
45
分
～
17
時
45
分

☆
４
月
23
日

（火）

◆
優
良
運
転
者
講
習

　

13
時
～
13
時
30
分

◆
違
反
運
転
者
講
習

　

14
時
15
分
～
16
時
15
分

◎
上
ノ
国
町
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

☆
４
月
17
日

（水）

◆
優
良
運
転
者
講
習

　

13
時
～
13
時
30
分

運
転
免
許
更
新
時
講
習

運
転
免
許
更
新
時
講
習

いつまでもおしあわせに！

松　橋　亮　太　さん　鶉　町
菊　地　瑠　衣　さん　鶉　町

職業訓練等講座名

玉掛け技能講習
フォークリフト

運転技能講習

小型移動式

クレーン運転

技能講習

チェンソーによ

る伐木等の業務

に係る特別教育

日程
４月４日（木）

～26日（金）

５月８日（水）

～11日（土）

５月16日（木）

～18日（土）
４月26日（金）

受講資格

●クレーン関係

の運転士免許所

有者または技能

講習終了者

（15ｈコース）

●18歳以上

　（19ｈコース）

大型自動車免

許、中型自動車

免許、普通自動

車免許または、

大型特殊自動車

運転免許を有す

る方

●クレーン・デ

リック

・揚貨装置いず

れかの運転免許

所有者及び玉掛

けまたは床上捜

査指揮クレーン

技能講習終了者

（16ｈコース）

●18歳以上

　（20ｈコース）

特になし

受講料
28,105円（19ｈ）

25,905円（15ｈ）
40,150円

38,005円（20ｈ）

35,805円（16ｈ）
5,500円

申込期限 ４月15日（月） ４月26日（金） ５月７日（火） ４月19日（金）

令
和
６
年
度
春
季
「
特
別
教
育
」

受
講
生
を
募
集
し
ま
す
！

　

ま
な
び
っ
く
で
は
令
和
６
年
度

春
季
「
特
別
教
育
」
受
講
生
を
募

集
し
ま
す
。
詳
細
に
つ
い
て
は
次

の
通
り
で
す
。
ま
た
、
講
座
名
に

つ
い
て
は
下
表
の
と
お
り
で
す
。

◆
定
員　

各
コ
ー
ス
10
名

　
　
　
　

チ
ェ
ン
ソ
ー
の
み
40
名

◆
受
講
会
場

　

（
一
社
）
檜
山
地
域
人
材
セ
ン
タ
ー

　

江
差
町
字
南
ヶ
丘
７-

１
７
２

◆
申
込
方
法

　

人
材
開
発
セ
ン
タ
ー
へ
電
話
で

予
約
ま
た
は
Ｈ
Ｐ
か
ら
事
前
予
約

し
て
く
だ
さ
い
。

◆
申
込
・
お
問
い
合
わ
せ
先　

　

（
一
社
）
檜
山
地
域
人
材
セ
ン
タ
ー

☎
０
１
３
９
‐
５
２
‐
０
１
６
０

おたんじょうおめでとう！

当　路　伊　藤　壯
そうま

あ真　くん  02/22
　　　　（明博さん＆怜美さん）

新　町　中　山　心
ここみ

あ結  ちゃん 3/01
　　　　（博之さん＆歩さん）

鶉　町　阿　部　真
まりん

あ凛  ちゃん 3/16
　　　　（真人さん＆祐美さん）

▲ふるさと納税で厚沢部町を応援してください！
　詳しくは、厚沢部町ホームページでご確認を。 
   https://www.town.assabu.lg.jp/index.php
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広報あっさぶ

令和６年４月号（第 724 号）

あとがき
▼
４
月
１
日
付
人
事
異
動
で
広

報
担
当
が
変
わ
り
ま
す
。
私
が
担

当
し
た
４
年
10
カ
月
の
間
、
様
々

な
方
に
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。

役
場
に
入
り
４
年
目
の
６
月
に

広
報
担
当
に
異
動
が
決
ま
り
、
不

安
し
か
な
い
中
ス
タ
ー
ト
し
た

こ
と
を
思
い
出
し
ま
す
。
特
に
文

章
を
書
く
の
が
苦
手
な
私
に
と

っ
て
は
最
後
ま
で
苦
戦
す
る
部

分
で
し
た
。
広
報
紙
の
制
作
で
は

印
刷
以
外
、
す
べ
て
自
分
で
行
う

必
要
が
あ
る
た
め
、
レ
イ
ア
ウ
ト

を
工
夫
し
、
い
か
に
読
み
や
す
い

紙
面
を
作
っ
て
い
く
か
な
ど
、
苦

労
し
た
思
い
出
も
多
い
で
す
。
し

か
し
、
取
材
を
し
た
人
か
ら
「
載

せ
て
く
れ
て
あ
り
が
と
う
」
と
い

っ
た
温
か
い
言
葉
を
い
た
だ
き
、

や
っ
て
い
て
よ
か
っ
た
と
思
う

こ
と
も
多
々
あ
り
ま
し
た
。
取
材

な
ど
を
通
し
て
得
ら
れ
た
こ
と

や
学
ん
だ
こ
と
を
活
か
し
て
こ

れ
か
ら
の
業
務
に
生
か
し
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。
▼
後
任
は

私
と
同
期
採
用
で
元
地
域
お
こ

し
協
力
隊
の
荒
木
敬
仁
が
制
作

を
担
当
し
ま
す
。
私
と
違
い
、
背

が
高
く
、
痩
せ
て
い
て
と
て
も
気

さ
く
な
人
で
す
。
柔
軟
な
発
想
力

と
企
画
力
で
、
今
ま
で
に
は
な
い

広
報
を
作
っ
て
く
れ
る
の
で
は

な
い
か
と
こ
っ
そ
り
期
待
し
て

い
ま
す
。
▼
私
が
担
当
し
た
間
、

取
材
な
ど
で
大
変
多
く
の
方
に

ご
協
力
を
い
た
だ
き
広
報
紙
を

制
作
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。
今
後
も
広
報
あ
っ
さ
ぶ
の

ご
愛
読
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

（
蛯
名
拓
斗
）

▲卒園児みんなで記念撮影

慣
れ
親
し
ん
だ
こ
ど
も
園
を
立
派
な
姿
で
旅
立
っ
て
い
く

　
３
月
23
日

（土）
、
認
定
こ
ど
も
園
は
ぜ
る
『
卒
園
式
』
が
同
園
で
行
わ
れ

17
名
が
こ
ど
も
園
に
別
れ
を
告
げ
ま
し
た
。
斎
藤
紋
子
園
長
か
ら
証
書
を

受
け
取
る
際
、「
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
！
」
と
大
き
な
声
で
園
長
先

生
の
顔
を
見
な
が
ら
し
っ
か
り
お
礼
を
言
う
園
児
達
。
こ
ど
も
園
で
立
派

に
成
長
し
た
姿
を
披
露
し
て
く
れ
ま
し
た
。『
花
束
プ
レ
ゼ
ン
ト
』
で
は
、

緊
張
か
ら
涙
を
流
し
な
が
ら
も
し
っ
か
り
と
お
母
さ
ん
・
お
父
さ
ん
な
ど

に
感
謝
の
気
持
ち
を
伝
え
ま
し
た
。
こ
ど
も
園
で
学
ん
だ
こ
と
を
忘
れ
ず

に
小
学
校
で
も
頑
張
っ
て
く
だ
さ
い
！

認
定
こ
ど
も
園
は
ぜ
る
『
卒
園
式
』

認
定
こ
ど
も
園
は
ぜ
る
『
卒
園
式
』

時
と

間
き

刻 む
を


